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　　　IV　調　査　結　果

Ergebnisse　der　Untersuchungen

1．植生単位Ve驚eta毛ionseinheite嬢

　海老名市の相模川河川敷，沖積低地および洪積台地で植生調査された結果，29群集，22群落そ

して2つの植林の合計53の植生単位があきらかにされた。植生単位は自然植生と代償植生に区分

され，さらに森林，低木林および草原に細区：分されまとめられている。

a，自然植生Na箇rlicke　Vegetaもio皿

D　森 林　W琶lder

　　G）　イノデータブノキ群集

　　　　　Polysticho・Perseetum　thunber9韮i　Suz！「ok　i652（Tal⊃．3）

　　　i）　相観・組成

　タブノキの優占する常緑広葉樹林で高さ30m近くになる。群落の階層は草本層，低木層，高木・

第2層，高木第1層の4層からなる。高木第1層にエノキ，ムクノキ，ケヤキなどニレ科の夏緑

広葉樹を混生することもある。高木第2層は9～15mの高さで，10～80％の植被率を占める。シ

ロダモ，ヤブツバキ，ヤブニッケイが個体数多く生育している。低木層は2。5～4mの高さで，

30～60％の植被率を占める。優占種はアオキで，他にシュロ，タブノキ，ヤブツバキ，ヤブニッ

ケイなどの常緑広葉樹，エノキ，ムクノキなどの夏緑広葉樹がわずかに混生する。草本層は50～

80cmの高さで，20～50％の植被率を占めている。優占種はキチジョウソウで他にヤブラン，カ

ブダチジャノヒゲ，ナガバジャノヒゲ，ナキリスゲ，ビナンカズラなどが良く出現している。群

集を特徴づける標微種と区：分点には，キチジョウソウ，エノキ，ムクノキがあげられる。活力の

高いタブノキ，シロダモ，ヤブニッケイはクスノキ科の常緑広葉樹で，液果＊をもち，露胎な林

床でも腐敗しにくく活着率が高い。イノデータブノキ群集では，他にもアオキ，エノキ，ムクノ

キなどが液果で，鳥に食され，種子散布の行われる植物が多い。

　　　iD　生育地・分布

　イノデータブノキ群集は土壌が深く適潤な立地を指標する。海老名市では河原口，今里，中野

など自然提防後背部の低地，上今泉から本郷にかけた段丘斜面，また本郷の上谷津，下谷津にみ

られるような，小河川によって開析された谷状斜面が生育域となる。今日では残存する植分が少

なく，河原口の宗珪寺，中新田の海源寺，中野の八幡（海老名市自然緑地保全区域第42号），本

＊肉質で水分含胸の多い架皮をもつ果実。
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　　　　　Fig．5　農象の屋敷林として残されたイノデータブノキ群集（本郷）。

　　　　　Ein　Polysticho－Persee£umthunbergli　alsHofwald（Hongo）．

郷（海老名市自然緑地保存樹木第21号），上今泉の段丘斜面（海老名市自然銀鋤焼全区域第63号）

などがその主なものである。

　　iii）　遷移ウまカ・

　イノデータブノキ群集は遷移の最後に終局相を形威する自然植生である。伐採が行なわれると

二次遷移＊が進行することになる。収初に幽現する1年生卒謹撰勿群落は，ベニバナボPギクーダ

ントボロギク群集で，移動能力の高い風散布植物が多い。主な構成種にはベニバナボロギク，ダ

ンドボロギク，ヒメムカシヨモギ，ノゲシ，アキノノゲシ，オニタビラコなどがある。次の段階

に出現する多年生草本植物群落には，アキノノゲシーカナムグラ群集，アズマネザサーススキ群

集などがある。さらにつる植物，低木類を主要構成種としたセンニンソウ群集，先駆姓亜高木林

のクサギーアカメガシワ群落，次にクマワラビーイヌシデ群落，ミズキ群落などの夏緑広葉樹林

に遷移し，終局的にイノデータブノキ群集が復元される。

　　iv）人とのかかわりあい

　鎮守の森などに聖域的として保存されるほか，毅丘斜面では，防災も兼ねた修崇的な緑地とな

る。常緑広葉樹で構成された多弄r群落で，防災林としての機能が高く，環境保全林に適している。

　　　v）自然保護

　海老名市で終樋相を形成する自然枢生のひとつで学術的価値が高く，しかも残存緬分が少ない

ため，きわめて員重である。海老名市の自然緑地として指定されている植分もある。今後ぱ現状
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の保護はもとより，学校，公園，工場などの周囲に積極的にイノデータブノキ群集を基礎として

境界環境保全林を形成していくことが望まれる。

　　（2）　シラカシ群集

　　　　　Q臓ercet賎瓢　myrsinaefoliae　Miyawaki　196ア（Tab．3）

　　　i）　相観・組成

　シラカシの優幽する常緑広葉樹林で高さ30m近くになる。高木第1層には適潤地でケヤキが混

生している。乾性立地で針葉樹のモミを混生する植分はみられない。高木第2摺は8～13mの高

さで，20～40％の植被率を占めている。よく出現する種には，シラカシ，ピサカキ，ヤブツバキ

がある。低木層は2～6mの高さで，2C～6G％の植被率を占めている。優占し，しかもよく出現

する種にぱ，ピサカキがある。他にもアオキ，ヤツデ，モチノキ，ネズミモチ，ツルグミ，チャ

ノキ，シュロが普通にみられる。草本層は20～120Clnの高さで，！0～70％の植被率を占めている。

シラカシの実生が多く，他にも，キヅタ，ヤブラン，カブダチジャノヒゲ，ヤブコウジ，マンリ

ョウ，ベニシダ，テイカカズラが出現している。人手がはいり，荒れた林床ではテイカカズラが

優麗しやすい。

騰繊鍵盤簿、

、驚獅

瓢叢．嚥。；

　瓢識

灘．

謹

欝欝、
薫競篇．、

繊臨
藏論奪
　　　　蟻脚二、醜、．．

　　　　　．灘鷺黙・

　　　　　　　　　F　吊

　　　　　　　　　・艶
　　　　　　　　　叢

　　　F重9．6　斜面に帯状に残されているシラカシ群集（産川台）。

Das　QuefcetuIn　myrsinaefoliae　an　einemTerrassenkliK（Sankawadai），

＊伐採，火災，台風などの破壌跡地から始まる遷移で，すでに二L壌の形成があり，埋土種子も存在している。
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　海老名市に分布するシラカシ群集はシラカシ，ピサカキ，ツルグミ，マンリョウ，ナンテン，

シュンランを標徴．種および区分種としている。

　構成種のシラカシ，アカガシ，アラカシは俗にドングリとよばれる堅果をもち，乾燥した立地

での発芽に適している。

　　　ii）　生育地・分布

　カシ林域とよばれる関東地方でも内陸側に分布域がある。乾燥，冬季の低温に比較的強く，火

山灰土の厚く椎離した立地を指標する。海老名市域では，北部の洪積台地上に分布する。残存す
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　　　　Fig．7　シラカシ群集の林内（三川台）。

Inneresdes　Quercet田n　myrsinaefoユiae（Sankawadai）．
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る植分は，少なく，社寺林，農家の屋敷林として残されている。海老名市産川台，上今泉（自然

緑地保全区域第59号）の段丘斜面，望地，大久保などで植生調査資料が得られている。

　　ili）遷移ほか

　洪積台地上に気候的終局相を形成している。植分が破壊されると1年生草本植物群落→多年生

草本植物群落→つる・低木群落→亜高木林→高木林と遷移が進行する。シラカシ群集の一段階前

の遷移途⊥に出現するクヌギーコナラ群集（夏緑広葉樹二次林）には，すでに多くのシラカシの

幼木をみとめることができる。常緑であるシラカシ群集の構成種が増加すると，比較的陽地生で

あるクヌギーコナラ群集の構成種は光条件に対して劣性となり，陽樹林から陰樹林へと遷移する。

人為的な10～20年ごとの伐採により，クヌギ，コナラ，ヤマザクラなど，萌芽性の強いクヌギー

コナラ群集の主要構成種が持続的に生育し，持続群落を形成する。

　　lv）　人とのかかわりあい

　安定した生態系を維持する終局的な自然植生のひとつで，農家の屋敷林として保全されること

が多い。シラカシ自体も勇定しゃすい常緑の高木種で高垣に利用される。

　　　v）　自然保護

　関東地方の気候的極相群落の中でもっとも広い成立齎積を占めているが，残存植分が少なく保

護を必要としている。関東地方の田園景観を特徴づける主要な植物群落であり，景観⊥も保護さ

れるべきである。

　　（3）　イロハモミジーケヤキ群集

　　　　　Aceri－Zelkoveもum　】匪iyawaki　et　Fujiwara　1970（Ta1⊃．3）

　　　三）　相観・組成

　高木第！層にケヤキが優占し，常緑広葉樹のタブノキ，常緑針葉樹のカヤを混生しやすい。高

木第21轡は高さ11～14mで，30～40％の植被率を占めている。よく｝＝U現する種には夏緑広葉樹の

イロハモミジ，常緑広葉樹のシロダモ，タブノキ，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，アカガシがある。

低木層は3～4mの高さで，60～70％の植被率を占める。優占種はアオキで，他にヤツデ，ネズ

ミモチ，ヤブニッケイ，シュロが出現している。草本層は20～100cmの高さで，10～30％の植被

率を占めている。優占種はなく，キヅタ，ヤブラン，カブダチジャノヒゲ，ベニシダ，クマワラ

ビ，オモトがよくみられる。

　イロハモミジーケヤキ群集はイロハモミジ，カヤを標二種および区分種として海老名市域に認

められた。

　　　iD　生育地・分布

　渓谷部の不安定な急斜面に土地的極相林として成立するため，ぼう軟な土壌は形成されにくい。

典型的な三分では母岩の露出，崩積土のみられることが多い。海老名市の品分は県道杉久保座間

線に沿った段丘斜面に限られて発達し，比較的ち密な火山灰土壌上に成立している。
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　　iii）　遷移クま力転

　イロハモミジーケヤカ群集が破壊されると草本植物群落からクズ，センニンソウ，エビヅル，

トコロ，ヤマノイモなどのつる植物，キブシ，ヤマグワ，ニワトコ，メダケなどの低木類の繁茂

したブッシュが形成されやすい。さらに遷移をへた段階ではクマワラビーイヌシデ群落，ミズキ

群落などの夏緑広葉樹二次林が形成される。

　　iv）人とのかかわりあい

　土地利用のしにくい急斜面に成立するため，そのまま防災林として残されやすい。しかし構成

種のケヤキは有用樹木となるため，択伐されることが多い。

　　　v）　自然保護

　海老名市におけるイロハモミジ．一ケヤキ群集の生育域は，段丘斜面の一部に隈られ，面積的に

狭い。常緑広葉樹鳥影でイロハモミジ，ケヤキなど紅葉の美しい夏緑広葉樹が相観的にもめだち，

観賞的な効果も大きい。また防災上も土砂崩壊に対して保全効果があり，保護されるのが望まし

い。

　　（4）　ムクノキーエノキ群集

　　　　　ApLaRa無t蓋。－Ce韮tidetum　s量黙e蓋sis　O難no19ア9（Tab．4）

　　　i）　相観・組成

　ムクノキ，エノキ，ケヤキなどニレ科の夏緑広葉樹が高木第1層に優回する森林植生。植生調

査された植分の高木第2／轡は12～15mで，20～30％の植被率を占めている。構成種は高木第1層

に共通するほか，シロダモ，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，アカガシなどがみられる。低木旛は3

～4mの高さで，20～70％の植被率を占めている。優占種はアオキで，他にハナイカダ，ムラサ

キシキブ，コクサギ，マユミなどの夏緑広葉樹とビナンカズラ，ヤツデ，シロダモ，イヌガヤ，

シュロなどの常緑広葉樹が混生している。草本層は50cmの高さで，30～60％の植被率を占めて

いる。優占種はユリ科のキチジョウソウで，他にもカブダチジャノヒゲ，ナガバジャノヒゲ，オ

オバジャノヒゲ，オモト，クマワラビ，テイカカズラ，キヅタ，イワガネゼンマイ，ヤマヤブソ

テツ，ヤブミョウガ，ヒカゲワラビ，アオイスミレ，オオハナワラビ，イノデ，トウゴクシダ，

イヌワラビ，ミゾシダなどシダ植物がとくにめだってみられる。

　海老名市域ではムクノキ，エノキ，コクサギ，オオハナワラビなどを標徴種および区分種とし

てムクノキーエノキ群集にまとめられた。

　ムクノキーエノキ群集には夏緑性の植物が多く，春季には春植物とよばれる地中植物の出現が

予想される。イチリンソウ，ニリンソウ，ムラサキケマン，ジロボウエンゴサク，ヤマブキソウ

などは代表的な春植物である。

　　iD　生育地・分布

　沖積低地とやとに面した斜面下部の多湿な立地を指標している。土壌の多湿性はイノデータブ
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ノキ群集より高く，ハンノキ林より低い。残存尊卑はきわめて少なく，上今泉で段丘斜面に接し

た沖積低地上に断片的三分を認めている。ほかに参考的に得られた植生調査資料は綾灘1市の沖積

低地上の屋敷林である。

　　iii）　　　遷　移　 クま　 力謡

　残存自然律分が少なく，遷移に関する直接的資料は少ない。海老名市の沖積低地上の湿田の多

くがムクノキーエノキ群集の成立域に相当することから，放棄水田の進行遷多を参考にした。ム

クノキーエノキ群集が破壊されると多湿性の草本／ll｛〔物群落（一部，オギ，ヨシ草源も含まれる）

が形成され，次にコクサギ，ニワトコ，ミツバウツギ，マユミ，コウゾなど伴生する低木群落，

そしてミズキ，クマノミズキ，先駆的にエノキの混生した夏緑亜高木林に遷移すると判定される。

　　iv）入とのかかわりあい

　ムクノキエーノキ群集の成立する地域は平手で，多湿な沖積低地が多く，古くから水田地帯と

して開墾されてきた。今日でぱ地下水位が高く，水資源が比較的豊富なため，工場誘致も積極的

に行われている。

　　　v）自然保護

　ムクノキーエノキ群集の残存植分が少ないだけに保護は必要であるが，むしろこの立地は水田

耕作にもっとも適しており，現況のままの土地利用形態を景観的に保全するのが望ましい。

2）低木林Geb畦sche

　　（5）　タチヤナギ群集

　　　　　Salicetu恥　suもfragiIis　Okudalgア8（Tab．5）

　　　i）　　　 才目織己　●　糸EL∫戎

　カワヤナギ，オノエヤナギ，タチヤナギ，イヌコリヤナギの混生した夏緑広葉樹低木林。ヤナ

ギ類の幹枝ぱ下流方向によく分枝し，糊御蚕上している。相模川沿いで得られた植分は高さが3

～4mで，タチヤナギ，オノエヤナギが優占している。草本層ぱ1～1。2mの高さで，60～90％

の植被率を占めている。優占種はクサヨシ，ミゾソバで，他にヨシ，カモジグサ，ヨモギ，イヌ

ビエ，スギナ，サンカクイ，ノイバラ，ウシハコベなど湿地性でしかも好窒素の草本植物が多い。

　タチヤナギ群集はタチヤナギを標津種，オノエヤナギ，カワヤナギ，イヌコリヤナギを区分種

として海老名市域で判定された。

　　　iD　生育地・分布

　流水辺釧1占質土のi勧i且｛した富養な立地に生育する。増水時には頻繁に冠水する。柑摸川沿いで

は河川の中流域から下流域に分布域があり，現存植分は門沢橋の戸沢橋周辺に多くみられる。

　　iii）遷移ほか

　流水あるいは人為的に破壊されると好窒素性草本植物群量客が代償植生を形成する。富栄養な泥

土にはスズメノテッポウータガラシ群集，ナガノギシギシーギシギシ群集，ヨシ群落，流水によ
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　Tab．5　タチヤナギ群集

Sahcetum　subfragllis

Laufende　Nr。；
Feid－Nr。：

Datum　d．　Aufnahme：

GrOBe　d．　Probeflache（m2）：

Hδhe　Ober　Meer（m）：

εxposit孟on：

Neigung　（　o）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

通し番号
調査番号

調査年月日

調査面積
海抜高度
方位
傾斜
低木層の高さ

Oeckung　d．　Strauchsch1cht（％）：低木層の櫃被率
HOhe　d．　Krautscわicht（m）： 草本層の高さ
Deckung　djくrauヒschichヒ（％）：草本眉の樒被率
Artenzah1：　　　　　　　　　　　　　　　　出　現種数

　1　　2　　3
　E　　E　　E
143　　145　　148
璽84　　　「84　　「84

11　11　11
14　　14　i4
20　16　25
　9　　9　　9

　L　　L　　L
　3　　3　　4
80　90　80
1．O　　l．O　l。2

90　60　60
11　13　17

Kenn＿u．　Trennarten　d．　Ass．：群集標弄種・区分種
Salix　sachalinensls　　オノエヤナギ

　Salix　subfragilis
　Sa1玉x　gilgiana
　Salix　lntegra
Be　　leiter＝

タチヤナギ

カワヤナギ
イヌコリヤナギ
随伴種

Polygonum　thunbergn　　ミゾソバ
Pha・11aris　arundinacea　クサヨシ
Echinocわloa　crus－gaBiイヌヒ“工
Phragmites　australis
Agropyron　kamoji
Rosa　multiflora
Artemisia　prineeps

ヨシ

カモジグサ

ノイバラ
ヨモギ

S玉．14，42．2
K　　　．　　＋

S3．42．34．4
S3．32．2＋
S　　　　　　　L2

　K　　5．5
　K　　l．I
　K　　　÷

　K　　l．2
　K　　l．2
S，K
　罠

L2
3．4

＋．2

ま
＋．2

＋．2

3．3

L2
1．2

十

＋．2

出現1圓の種Auβerdem　le　einmal　in　Lfd。　NrJ　：　Seirpus　triqueterサンカクイ
　K－1・1，　Equisetum　arvense　スギナ　K一†・2，湧iseanthus　sacehariflorus　オギ　K一＋・2，
　in　2；Engeron　sumatrensisオオアレチノギクK一＋・2，　Co㎜elina　co㎜unisツユクサ
　K一＋・2，　Mentha　arvensis　var．　piperascens　ハッカ　K一＋・2，　Setaria　faber1
　アキノエノコログサK一＋，Chenopodlum　albumシロザK一＋，　in　3：Stellaria　aquatica
　ウシハコベK－1・2，Kalimeris　y．omenaヨメナK一＋・2，　Solanum　nigrumイヌホオズキK一＋・2，
　RoripPa　indicaイヌガラシK一＋・2，　Galium　trachyspermumヨツバムグラK一＋・2，　TorUls
　japonicaヤブジラミ　K一÷，　Bldens　frondosaアメリカセンダングサK一＋．

り礫の露出した立地ではマルバヤハズソウーカワラノギク群集がみられる。

タチヤナギ群集も流水の影響下に持続的に成立する自然植生で，流水の影響が弱まれば高木の

ヤナギ林に遷移が進行する。

圭v）人とのかかわりあい

護岸工事，車の乗り入れなどによって強豪の．破壊が進んでいる。

v）自然保護

タチヤナギ群集には流水を一聴的に貯水する効果があり，水の浄化にも役だつ。また他の動植

物の生息，生育場所となり，植生の．保護により河川の生態系を維持できる。

3）草 原Wiese蕪

（6）　スズメノテッポウータガラシ群集

Alopecuro・R農灘unculeもum　sceleraもi　M玉yawakietOku6a19ア2（T盆b．6）
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Fig．8　富栄養な流水辺に発達するスズメノテッポウータガラシ群集（鳩川河n）。

　　Das　A〕opecuro－Ranunculetum　scelera巨　entw三ckeltsichandem
　　eutroPhierten　Bacl／entlang（FiuBIn“n（1ung　von　Hatogawa）．

　　　i）　　相鱈巴・紅D戎

　1～2年生継物のタガラシ（キンポウゲ科）が優占する。構成種の多くは失期！年生植物でカ

ワジシャ，スカシタゴボウ，アメリカセンダングサなどがみられる。群落の最盛期は4～6月の

春季で，流水辺とナガハギシギシ一跨シギシ群集にはさまれて帯状の植分を形成する。

　海老名市域ではタガラシを標徴種，スカシタゴボウ，カワジシャ，アメリカセンダングサを区

分種にスズメノテッポウータガラシ群集にまとめられた。

　　　iD　生育地・分布

　スズメノテッポウータガラシ祥集は流水セこよってもたらされた轟轟孟な泥上上にI」又難し，流水

辺にみられることが多い。立地は多湿で0～5cmの水深がある。

　分布は相模川流域で，とくに横須賀水道の交／養する鳩州との含流イ1近に多い。叢叢では生活排

水による汚染が進み，冨養化した流水が流れこむためと考えられる。

　スズメノテッポウ一議ガラシ群集はまた，湿田に春季雑了IL祥落として代償植生を発達させるこ

ともある。

　　ill）遷移ほか

　スズメノテッポウータガラシ蟻集は流水の上下変動があり，新鮮な運搬土の堆積しやすい立地

に自然掘生を発達させる。流水の影響が扇まると多年生のナガハギシギシーギシギシ群集に迄移



3茎

　　　Flg　9　富栄養な流水辺に生育するナカハキノキノーキ／キノ勧舅、（鳩川阿［）。

　　　Dem　Lau（des　eutrophlerten　Baches　folgt　das　Rumlcetumしrlspo〕aponlc1

　　　（FluBmundung　der　Hatogdwa）

する。

　み季の耕起前の湿田は環境か雄水辺と似た状態にあり，ススメノテノホウータカラシ鞍懸か代

償的に出現する。しかしその後，離離，湛水か行われるため，星季水田雑・11’し群落てあるウリカワ

ーコナキ1昭、に編向遷移マする。

　　．v）　人とのかかわりあい

　ススメノテソホウータカラシ群璽、は冨養化した流水辺の指標群落となる。したがって入為的な

1／」染（過窒素化）の遭んだ河川ては生育域か拡大する方向にある。相摸川に流れこむ小河川の合

流卜1近に出現する勧分か多く。轟轟はその艮い鯛てある。

　　　v）自然保：護

　生育由1積ぱ拡大する方向にあり，離別に保護ぱ必要としない。

　　（7）　ナガハギシギシーギシギシ群集

　　　　　Ru嫌iceもum　crispo－japon蓋q　Mlyawa搬etOk疑da19ア2（Tdb　7）

　　　1）　相観・組成

　タテ科のキシキソ属の優占か論難的牡徴となるか，陶老名市域てば帰化難物のネスミムキか優

小自然の駄態て麹もする群落の逢移か，人間による環撹の変化によって別な君｛落に遙移すること。
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占種となっている。勉にヤハズエンドウ，カモジグサ，ウシハコベ，カキドオシ，ヤエムグラな

どが伴生している。イネ科のネズミムギ，ホソムギ，カモジグサは冬緑性であるため，冬季もみ

どりの状態にある。春季は越年性植物の展開が早く，群落の最盛期をむかえる。

　海老名市域ではナガハギシギシ，ギシギシ，エゾノギシギシ，ネズミムギ，ヤエムグラ，ミド

リハコベを標徴種および区分種としてナガハギシギシーギシギシ群集にまとめられている。

　　　ii）　生育地・分布

　河川による富養化した運搬泥土の堆積した多湿な立地に生育する。冠水するのは増水時だけで

ある。隣接した群落には流水辺側でスズメノテッポウータガラシ群集，自然堤防側で，ヨシ群落，

オギ群集がみられる。

　主な分窟は相模川河川敷であるが，小河川沿いの土手にも帯状に発達する。

　　ilD遷移ほか
　増水時の冠水という物理的破壊作用によって遷移が進まず，持続する自然植生である。したが

って流水の影響が弱まれば，ヤナギ低木林から高木林へと遷移が進行する。

　　iv）人とのかかわりあい

　スズメノテッポウータガラシ群集と同様に，河川の富養化を指標する植物群落となる。代償植

生として水田の畦や潅概用水路沿いに出現することも多い。

　　　v）　自然保護

　環境汚染の指標群落として重要であるが，とくに保護は必要としない。

　　（8）　マルバヤハズソウーカワラノギク群集

　　　　　Kum辺erovio－Asteretum　kan重oens三s　MiyawakietOkuδa1672（Tab．8）

　　　i）　相観・組成

　1年生草本植物と多年生草本植物が混生する。1年生植物にはマルバヤハズソウ，マメグンバ

イナズナ，コセンダングサ，ナギナタガヤ，ムラサキエノコログサなどがある。多年生植物には

カワラノギク，カワラバハコ，カワラヨモギなど河原に特徴的なキク科植物がみられる。カワラ

ヨモギ，カワラノ〉・コは団塊をつくるため，特異な枳観となる。植生調査された面分ではコケ層

が発達し，スナゴケが40％の植被率を占めていた。

　海老名市域ではカワラノ〉・コ，カワラヨモギ，カワラノギク，マルバヤハズソウ，ナギナタガ

ヤを標二種および区分種にマルバヤハズソウーカワラノギク群集にまとめられた。

　　　ii）　生育地・分布

　比較的冠水しにくい河川の高節に成立する。生育地は粘質土も多く，砂礫質土壌からなる。透

水性が良く晴天が続くと強い乾燥状態におかれる。

　相模川沿いでは下今泉から河原口にかけた上流域で植分の発達がみられた。

　　iii）　　　遷　移　 ひま　 カ、
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　流水による極端な破壊を受けると，裸地にまで退行する。植生の復元過程ではマルバヤハズソ

ゥ，ナギナタガヤ，ムラサキエノコロなど1年生草本植物が最初に侵入してくる。立地が安定す

るとヤナギの実生の活着率も高く，ドクウツギ，アキグミなどとともに散生した低木林を形成す

る。これらの低木林はまだ海老名市域では確認されていない。

　　iv）　人とのかかわりあい

　マルバヤハズソウーカワラノギク群集は帰化植物の多いナガハギシギシーギシギシ群集と異な

り，水のきれいな日本の急流河川に独自に発達してきたとおもわれる。今日では，人為による河

川の汚染によって，生育地がせばめられ，逆にエゾノギシギシーギシギシ群集が広がりつつある。

　　　v）自然保護

　カワラと名のついた河川に生育域の限られる植物が多く，保護を必要とする。車，：オートバイ

の乗り入れによる直接的破壊と河川の汚染からくる富栄養化による間接的破壊を避けることが必

要である。

　　（9）　避シ群落

　　　　　jP1η●α9ηεεfθs　α駕8frα琵s圏Gese韮茎sc蓋aft　（径’ab．　9）

　　　i）　相観・組成

　高茎な多年生草：本植物のヨシが優占する。他にセリ，スギナ，クサヨシなどが生育している。

　海老名市域ではヨシ1種でヨシ群落に区分されている。

　　ii）　生育地・分布

　流速がゆるやかで泥土の堆積した立地。水深に幅があり，冠水しない立地でも生育が可能であ

る。

　相模川の中野より南に普通にみられる。沖積低地，小水系沿いの水田放棄地に発達するヨシ群

落は代償植生で，相模川沿いの自然植生と比較して組成的な差は認められない。

　　iii）遷移ほか

　桐模川沿いの自然植生は流水の影響下に持続群落を形成している。水田放棄地の植分はウリカ

ワーコナギ群集からアゼガヤツリーカワラスガナ群集，ミゾソバ群集などを経て遷移した植分が

多く，今後も放棄が続けば，ハンノキ，エノキ，ムクノキ林の湿生林に遷移が進行する。

　　iv）人とのかかわりあい

　河川のヨシ群落の多くは，かつてはアシ原として茅茸やその他の材料に利用されていた。水田

も放棄が長くなるとヨシ草原となり，土中はヨシの地下走出枝ではりめぐらされる。こうなると

再び開回するのに多大な労力を必要とする。

　　　v）　自然保護

　河川のヨシ草原はヨシキリ，カモなどの生旧地となる。また，水質浄化などにも役立つため，

現状のまま保護するのが望ましい。
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　　（10）　ツルヨシ群集

　　　　　Pk「a9搬itetum　j3Ponicum　Minamikawa　1963（Tab．　g）

　　　i）　相観・組成

　ツルヨシが優占し，群集論義種となる多年生草本植物群落。植生高は100cmに満たず，出現種

数は！0種以下と少ない。

　　ii）　生育地・分布

　急流辺。砂礫河原の相模川。まれ。

　　iii）遷移ほか

　流水辺に持続群落を形成している。流水により破壊されると忌地化する。

　　iv）自然保護

　水の汚れの少ない急流河絹に指標的な植生である。蜜栄養化の進む相模川ではめずらしく，ヨ

シ群落の最前部に成立している。

　　（11）オギ群集

　　　　　盈IiscaRthetum　saccharif亘ori　Miyawak量e重Okuda1972（Tab．9）

　　　i）　　　 五二現　 ●　糸溢篇気

　高茎な多年生草本植物のオギが優馴する。

　他にもクサヨシ，カモジグサ，ツユクサ，ヨモギ，オオブタクサ，カナムグラなどが多数混生

している。

　海老名南域ではオギ1種を標徴種にオギ群集にまとめられた。オギは発達した再生能力の強い

根茎をもち，洪水による土砂堆積に適応した生育形となっている。

　　　ii）　生育地・分布

　ナガハギシギシーギシギシ群集，ヨシ群落の生育地よりさらに冠承頻度の少ない乾燥した立地

に成立する。

　相模川沿いの中野から門沢橋にかけて植分が良くみられる。戸沢橋付近の畑放棄地ではオギ群

集が代償三生として発達している。

　　iii）　　　 遷　移　 をま　 カ、

　流水の影響下に持続する自然植生で，畑放棄地にみられる代償植生は終局的にムクノキ～エノ

キ群集かイノデータブノキ群集に遷移する。

　　iv）　人とのかかわりあい

　河川敷の氾濫原に成立しているオギもかつてぱカヤ場に利用されることが多かった。ヨシ群落

と同様に今日では，人とのかかわりあいも少ない。

　　　v）　自然保護

　鳥類や他の小動物の生息地として保：護されるのが好ましい。
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b．代償植生ErsatzgeseUschafte蹴

1）　森 林　W乞lder

　　（12）　クヌギーコナラ群集

　　　　　Querceも疑m　acutissiIno－serratae　MiyawakieもaL　1967（Tab．10）

　　　i）　　　相観　 ・　組∫戎

　雑木林とよばれ，萌芽形態をとる夏緑広葉樹二次林。高木第1膚ぱ！2～2Gmの高さで，70～90

％の難聴率を占めている。優占種はコナラで，他にクヌギ，クリ，ヤマザクラ，イヌシデ，エゴ

ノキなどが混生する。高木護2層は7～1！mの高さで，5～40％の植被率を占めている。構成種

は高木第1層と共通なほか，フジ，クマシデ，スギなどが生育する。低木麟は2～4mの高さで，

20～80％の植被率を占めている。優占種は陽地生のアズマネザサで，飽にもマユミ，コゴメウツ

ギ，ウグイスカグラ，ノイバラ，サンショウ，ガマズミ，ムラサキシキブ，ヤマコウバシなど種

類数が多い。草本層は20～170cmの高さで，10～90％の植被率を占めている。優占種はアズマネ

ザサで，他にコウヤボウキ，イヌワラビ，ナルコユリ，イヌツゲ，ヤマユリ，ホンモンジスゲ，

ヤブラン，キヅタ，カブダチジャノヒゲ，アマチャヅル，シロヨメナなど夏緑・常緑の植物が混

生している。

Fig．10　15～20年ごとに伐採され，萌芽状態のクヌギーコナラ群集（上今泉）。

　Alie15bis20Jahrenwirddas　Quercetum　acuヒlssimo－serratae
　genutzt　und　schi益gt　dann　aus　dem　Stock　aus　（Kamiimaizumi）．
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　海老名市域ではクヌギ，コナラ，ヤマコウバシ，ヒカゲスゲ，キンラン，ヤマノイモなどを標

徴種および区分種としてクヌギーコナラ群集にまとめられている。海老名市では，その他にもイ

ヌシデ林，ミズキ林，クマノミズキ林などの雑木林が数少なく植生調査されている。

　　　ii）　生育地・分布

　クヌギーコナラ群集は火山灰土壌の深い三二な立地に成立し，関東一円の洪積台地上を主な分

布域としている。

　海老名市では上今泉，滝ノ木，宮台，四谷など，主に北部の丘陵斜面に点在して残されている。

　　iii）　　　 遷　移　 ウま　 カ、

　クヌギーコナラ群集はシラカシ群集の代償植生として，15～20年毎の伐採により持続している。

かつては春季の下草刈り，落葉かきによる堆肥づくりで林床が管理され，アズマネザサが優占

し，シラカシ，ピサカキ，アオキなど終局群落の常緑の構成種の生育は少なかった。海老名市域

でもクヌギーコナラ群集からシラカシ群集に遷移が進んだ植分が多くみうけられる。

　　iv）人とのかかわりあい

　かつては木炭の原料をとるために重要な役割を果たし，かつ堆肥づくり，山菜とりなど多目的

に利用されていた。今日では，シイタケの原木に利用されるほか，目立った利用法がなく，伐採

されて造成されてしまうことが多い。海老名市でも洪積台地に多くの新興住宅地はクヌギーコナ

ラ林が造成されたものである。

　　　v）　自然保護

　森林植生の少ない海老名市でクヌギ～コナラ群集はその割合の多くを占めている。しかし今日，

都市化により急速に面積をせばめている。クヌギーコナラ群集を公園緑地として積極的に都市景

観内にとりいれ，保護していくことが必要である。

　　（｛3）　クマワラビーイヌシデ群落

　　　　　ρr〃ρμθrf5」αcθrα一〇α避ρ加’4s渉8cみ。πos左拓Gesellschaft（Tab．10）

　　　i）　相観・組成

　イヌシデが高木層に優占する夏緑広葉樹二次林。高木第1層，第2層にエゴノキ，ハリギリ，

ムクノキが混生する。低木層にはアズマネザサが優凹し，ほかにもガマズミ，ムラサキシキブ，

ヤマウコギ，ヤブニッケイ，タブノキ，アオキなどが混生している。草本層は貧弱で，ケチヂミ

ザサ，ヤブガラシ，キヅタ，イヌツゲなどが散生している。

　クマワラビーイヌシデ群落はヤブニッケイ，クマワラビで区分されている。

　　　ii）　生育地・分布

　丘陵斜面下部の適潤な立地に生育する。海老名市では分布もまれで，南部の本宿から植生調査

資料が得られている。

　　iii）遷移ほか
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　イノデータブノキ群集，シラカシ群集の代償植生として発達する。

　　iv）人とのかかわりあい

　優占種のイヌシデも伐採により萌芽する，いわゆる雑木林のひとつである。炭焼き，シイタケ

栽培の原木にはクヌギ，コナラほど利用価値はない。

　　　v）　自然保護

　急速に姿を消している雑木林で，現状の緑地は保護していくのがよい。

　　（14）　クマノミズキ群落

　　　　　Oorππs　brαc1あ〃po4α一Gesellschaft（Tab．！0）

　　　i）相観・組成

　高木層にクマノミズキ，エゴノキ，ネムノキの混生した夏緑広葉樹：二次林。低木層，草本層に

はノイバラ，メダケ，アケビ，スイカズラ，ミツバアケビ，アマチャヅルなど林縁性のつる，低

木植物が多い。

　　　ii）生育地・分布

　谷戸の斜面下部から低地の湿潤な立地。星谷，本郷など南部の丘陵に分布する。

　　iii）遷移ほか

　比較的先駆性の強い代償植生で，遷移が進めばイノデータブノキ群集やムクノキーエノキ群集

の湿生林に遷移する。

　　iv）　人とのかかわりあい

　畑の放棄，植林の伐採後に出現する。

　　　v）　自然保護

　とくになし。

　　（15）　ミズキ群落

　　　　　Oorππ8　co漉roひθrsα・Gese茎至schaft（Tab．10）

　　　i）相観・組成

　ミズキの優占する夏緑広葉樹二次林。低木層以下にマユミ，エノキ，ゴンズイ，ムクノキ，ガ

マズミ，アズマネザサ，トコロ，キヅタ，ヒカゲイノコズチ，ヌスビトハギ，ミズヒキ，ビナン

カズラなどがみられる。植生調査された植分では林床にコチヂミザサが優占していた。

　　　ii）　生育地・分布

　斜面下部の湿潤な立地で，日当たりの悪い北斜面に広がりやすい。分布は星谷で1ヵ所植生調

査されただけである。

　　iiD　遷移ほか

　クマノミズキ群落と似た環境条件下にあり，先駆的な陽樹木である。遷移が進めばムクノキー
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．へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難1鯉饗叢蒙鞠

　　　　　　　　　　Fig．11　先駆的に発達したミズキ群落（星谷）。

　　　　　　Eill　Pionier－Bes重a11（1　der　Cθ〃～～’5ω〃’，釈，〔・’苓α一Gese11scllaft（Hoshiya）．

エノキ群集，イロハモミジーケヤキ群集，イノデータブノキ群集になる。

　　iv）　人とのかかわりあい

　谷戸の畑地が放棄されることによって出現している。

　　　v）　自然保護

　とくになし。

　　（16）　スギ・ヒノキ植林

　　　　　Cr〃Pオ。配erεαノαpoπ‘cα，0擁配αθc〃Pαr∫s　o6伽㏄・Forsten（Tab．1王）

　　　i）　相観・組成

　常緑針葉樹の有月ヨ樹木であるスギ，ヒノキの植栽された論議。乎入れの良い植分では，高木第

2贋以下の植被率が低い。高木護2層にはシラカシ，シロダモ，タブノキ，ムクノキなど，低木

層にはマユミ，エノキ，アオキ，ピサカキ，ヤブニッケイ，草本癬にはキヅタ，シュロ，ヤブラ

ン，イヌワラビ，カブダチジャノヒゲ，ヤブコウジ，シオデ，アケビ，スイカズラなどが生育し

ている。

　　　il）　生育地・分布

　水はけの良い丘陵斜画に植栽される。海老名市では淋積低地に接した段丘斜面，小河川によっ

て開析された斜面，社寺の岡囲などに・1・薗積で植栽されている。
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　　iii）　　　 遷　移　 ウま　 カモ

　管理の良い植分では，林縁部よリアケビ，スイカズラ，ヤマグワなど陽地性の植物が侵入，生

育しているが，管理が粗放になると，耐陰性の常緑の植物が増えてくる。

　　iv）人とのかかわりあい

　スギ，ヒノキは降水量の多い地域の貧養な岩角地に土地的に自生している種である。気候的土

地的条件に恵まれた地域では，スギ，ヒノキより競争力のある種が多数自生しており，人間が管

理しないと植栽されたスギ，ヒノキぱ良好に生長しない。主な管理は下草刈り，闘引き，下枝払

いなどである。

　　　v）　自然保護

　戦後，日本の林業では天然林の伐採，人工林化が強力におしすすめられてきた。主な植栽木は

スギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツで，スギの占める割合がもっとも高い。海老名市域でもクヌ

ギーコナラ群集についで面積の広いのはスギ，ヒノキ植林である。その多くの植分は管理が不十

分であり，シラカシ群集，イノデータブノキ群集の構成種が復元しつつある。徐々にスギ，ヒノ

キを択伐し，常緑広葉樹林に遷移させるのも，積極的なみどりの利用法である。

　　（17）モウソウチク林

　　　　　P物ZZosfαc吻sん伽roc〃cZαf．μbθ8cθη8・Besta勲d（Tab．！2）

　　　i）　相観・組成

　植栽されたモウソウチクの優占する常緑の森林植生。下草刈りなど管理の良い植分では，低木

層，草本層の植被率が低い。低木層には，シュロ，シロダモ，アオキ，ヤブツバキ，シラカシ，

タブノキなど自然植生の構成種が多く出現している。草本履にはヤブラン，オモト，ヤブコウジ，

テイカカズラ，ナガバジャノヒゲなどの常緑植物，トコロ，ドクダミ，アケビ，ムラサキケマン，

アマチャヅル，イヌワラビなどの夏緑植物がみられる。

　植栽種のモウソウチクは中国原産で，1746年（江戸時代）に食料，建材用としてわが国にもち

こまれたとされている。

　　　ii）　生育地・分布

　モウソウチクは土壌の深い適潤な立地で生長が良く，根茎が地中を張りめぐらし土留めの役割

を果たすことから，農家の裏山によく植栽される。海老名市でもモウソウチク林のみられるのは

農家の裏，社寺の囲りといった魏園地帯に限られている。

　　iii）　　　遷　移　 々ま　 カ、

　モウソウチク林は下草刈り，施肥などの人為的管理によって持続し，管理が粗放になると，自

然植生の常緑広葉樹林の構成種が侵入し，遷移が進行する。

　　iv）　人とのかかわりあい

　モウソウチクは防災，建材，食料など多目的利用のために植栽され，田園景観を特徴づける景
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蟻・ 麟
蔑「圏普G感㍉．

　　　　　1藩嚢、

　　　　　　口繕
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轟鐸

撫擁

　　　　　Fig．！2　植栽された中国原産のモウソウチク林（星谷）。

Gep且anzter　Bestand　von　l軌メZo∫オα61リノ∫1～αげ’・o¢yごZαf．メ）’1加∫‘8〃5∫die　P且anze　stammt　aus

Chlna（Hoshiya）．

観要素のひとつである。

　　　v）　自然保護

　スギ，ヒノキ植林と同じ人工林であるが

維持して保護するのが好ましい。

植物相が豊かなこと，また崇観保全上からも現状を

　　2）低木林Ge蝋sche

　　（18）　クサギーアカメガシワ群落

　　　　　αθro4eπ♂roπかεc1ωオ。η郡ηひ孤απo飢sノα1ρoπεc配s－Gesellschafも（Tab．13）

　　　1）相観・組成

　アカメガシワ，ヌルデ，クサギ，カラスザンショウ，ヤマハゼなど陽地生夏緑広葉樹の混生す

る亜高木・低木林。低木層にも陽地生の生際性種が多く，カミエビ，クマヤナギ，ミツバアケビ，

アケビ，ヤマノイモ，スイカズラ，フジなどのつる植物やヤマグワ，タラノキ，コウゾ，エノキ

などの低木類が生育している。草本層も林縁生，草原生植物が多く，ススキ，シラヤマギク，ヒ

ヨドリバナ，ハエドクソウ，サルトリイバラ，アズマネザサなどがみられる。

　海老名市域ではアカメガシワ，クサギ，ヌルデを区分種にクサギーアカメガシワ群落にまとめ
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　　　　　　Tab．13　クサ劃一アカメガシワ群落

α61［o♂8〃‘か。／z〃∫61zo’o〃’z‘〃’一MヒzZ∠o’”5ノ‘4）o〃∫ご～‘5－Gesellschaft

Laufende　Nr。：
Feld－Nr．＝

Datum　d．　Aufnahme：

Gr6βe　d．　Probeflache（m2）：

HOheαber　Meer（m）：
Expositior1＝

Neigur19　（　o）＝

H6he　d．　Baumschich亡一1（m）：

Deckung　d．　Baumschicht－1（％）：

HOhe　d．　Strauchschicht　（rn）：

Deckung　d．　Strauchschicht　（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschlcht（％）＝

Deckung　d．噛Moosschicht（％｝：

通し番号
調査番号

調査年月日

調査面積
海抜高度
方位

傾斜

高木層の高さ
高木層の高さ
低木層の高さ
低木眉の植被率
草本層の高さ
草本層の植被率
心門層の三智率

　　1

EG
　　1

「83

　8
26
i50
40

wI5
　8
90

　3
30

　1
70
55

　2
EG
178
785

　7
21
20
78

　L

　4

60
　1

80
17

Trennarten　d．　Gesellseh．：
只hus　javaniea

避allotus　japon重cus

　Clerodendron　triehotornum
Be　leiter：
Coeeulus　orbiculatus
Celtis　sinensis　var．　laponica
A．kebia　trifol童a芝a
I）10scorea　laponiea

Ple玉oblastus　eh玉no

舞落区分種

　ヌルデ

アカメガシワ

　クサギ

随伴種

S，K
　吾

　K
　S

アオツツ’ラフジBK
エノキ

ミツバアケビ
ヤマノイモ

アズマネザサ

　，＿

　S
S，K
　宮
　；く

　K

3 2．2
よ

4．4
　十

　十

L2
÷．2

＋．2

＋．2

4，4

　●

1融1

　齢

4。3

や．2

　十

土

　9
　十

4，4

出現1回の種Auβerdem　je　einm＆I　in　Lfd．　Nr．1　：　（≧uereus　serrata
　コナラB『＋・Aphananthe　asperaムクノキB－14，S－1・2，（⊇uereus　glauca
　アラカシB一＋・S『1・1．・K－1・2，Dioseorea　tokoro　トコロB一＋・2，S－1・2，K一＋・2，
　S㌃yrax　japonlcaエゴノキB－2・2，S－1・2，K一＋・2，　Berchemia　racemosa
　　クマヤナギB一＋・Ternstroemia　gyrnnantheraモッコクS一＋，　Eurya　japonica
　　ピサカキS－1・1・K一＋，Rosa　mu1UfloraノイバラS一＋・2，　Akebia　quinata
　アケビS一＋・CaUiearpa　japonieaムラサキシキブS一＋，　Ste［）hanandra
　　lnclsaコゴメウツギS－2・2・Vlbumum　dilatatumガマズミ　S一＋，　Euonymus
　sieboldianusマユミ　S一．＋，　Ilex　lntegraモチノキS一÷，　Zelkova　serrata
　ケヤキ　S一÷・2，K一＋・2，　Morus　bombycisヤマグワ　S一÷，　Pourth玉aea　viUosa
　var・　1aevis　カマツカ　S一＋，K一＋，（⊇uereus　myrsinaefolia　シラカシ　S一÷・2，

　Lonicera　gracihpes　var．　glabraウグイスカグラ　S一＋，　Pleioblastus
　slmonn　メダケ　S一＋・2，　Persea　thunbergii　タブノキ　S一＋，　Camellia
　JaponlCaヤブツバキS一＋，quercUs　aCUtaアカガシS一季，K一＋，　Phryma
　leptostachya　vaL　asiat童caハエドクソウ　K一＋，　Lonice「a　jaPoniea
　スイカズラK一＋・2・SmUax　ehinaサルトリイバラK一÷・2，0phiopogon
　】a．ponlcus　var・caespitosusカブダチジャノヒゲK－1・2，　Euonymus　alatus
　va「・　apterus　f・　eiliatodentatus　コマユミ　K一＋，　V玉tis　ficifolia
　var・10bataエビヅルK一＋・2，　Liriope　platyphyBaヤブランK一＋・2，
　Carex　pislformlsホンモンジスゲK－1・2，　Lygodium　japonieumカニクサ
K一＋・2・S而lax　ripana　var・ussurlensisシオデK一＋・2，0plismenus
　undulatifolius　var・japonicusコチヂミザサK－1・2，　Viola　grypoceras
　タチツボスミレK一＋・2，Calanthe　discolorエビネK一＋・2，　Ar（hsia　jap◎nica
　ヤブコウジK一＋・2，Rhynehosia　volubilisタンキリマメ　K一＋・2，　Athyrium
　nIponleum　イヌワラビ　K『＋・　EuPato「ium　chinense　vaL　simPlieifolium
　ヒヨドリバナ　K一＋・Wisteria　floribunda　フジ　K一＋，　Disporum　seSsile
　ホウチャクソウK』1・2，Lilium　auratumヤマユリ　K一＋，　Gynoste㎜a
pentaphyllumアマチャヅルK一＋，　Co㎜ehna　co㎜unisツユクサK一＋，　Carex
　lanceolata　ヒカゲスゲ　K－1・2，　Aster　scaber　シラヤマギク　K一＋，　in　　2　：

　Weigela　coraeensisハコネウツギS－1・1，　Alnus　hirsuta　var．　Sib主riea
　ヤマハンノキ　S一牽，　Kalopanax　pietus　ハリギリ　S一＋，　Ampelopsls
　brevipedunculataノブドウS一÷，　Celastrus　orb孟eulatusツルウメモドキ
　S－1・1，K一÷・2，　Broussonetia　kazinoki　コウゾ　S一＋，　Miscanthus

　slnenslsススキK－3・3，　Paederia　seandens　var．　maire主ヘクソカズラ
　K一＋・2，Zanthoxylum　piperitumサンショウK一＋，　Aralla　elataタラノキ
　K一＋．
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られた。

　　　i圭）　　　 蟹三育f也　。　分拍丁

　日当たりの良い林縁，伐採跡地のほか，畑放棄地でも5～10年経過すると成立する。土壌は適

潤な富栄養土を指標する。

　海老名市域では洪積台地上の人為的撹乱の及んだ立地に小面穣で点在している。

　　iii）　　三孝多　ウま　カ・

　クサギーアカメガシワ群落の構成種の多くは鳥に食：され，糞にまじって種子の散布される動物

散布型からなる。伐採跡地などで発芽した種子は，十分な光条件のもとで早く生長し，低木林を

形成する（先駆性低木林）。

　　iv）人とのかかわりあい

　人為的擬乱の指標群落となる。

　　　v）　自然保護

　クサギーアカメガシワ群落には動物散布植物が多く，とくに鳥類にとって格好の餌場，すみか

となる。

　　q9）　ハコネウツギーオオバヤシャブシ群集

　　　　　Weigelo　coraeensis－Alneもum　siebold圭a照e　OhbaetSugawara

　　　　　19ア9（Tab．14）

　　　i）　　　オこ目各現　 ●　糸且∫戎

　群落高は1．5～3mで，2層からなる低木林。低木層に・・コネウツギが優占する。草本層には，

アマチャヅル，ヨモギ，ハエドクソウなど林三生の種が生育し，アズマネザサが優占しゃすい。

　　　ii）　生育地・分布

　El当たりのよい丘陵の林縁部。クヌギーコナラ群集やヒノキ植林に接していることが多い。

　上今泉から国分にかけた丘陵斜面に分布している。広域的には神奈川県から静岡県へ沿海部に

みられる。

　　iii）　遷移きまカ・

　陽地生低木林で森林が破壊をうけると，先駆的に発達する。

　　iv）　人とのかかわりあい

　ハコネウツギは栽培が容易で花がされいなため，庭にうえられることが多い。

　　　v）自然保護

　自生は少ないが，人為的干渉にも強く，とくに保護を必要としない。
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　　　Fig．13　つる一低木からなる野縁群落のセンニンソウ群集（滝ノ本）。

Das　Llanen－reiche　Clematidetum　terniflorae　ist　eine　Mante工gesellschaft（Takinoロ10to）．

　　（20）　センニンソウ群集

　　　　　CIemaもidetum　ter裁if夏orae　Miyawak呈etFujiw3rae蹴．厳urakamii臓

　　　　　Miyawaki　1983（Tab．！4）

　　　i）　　　粍1講義　・　糸且ノ，匙

　センニンソウ，エビヅル，フジ，トコロ，ヤマノイモ，ノブドウ，スイカズラ，カミエビなど

の夏緑性のつる植物が混生し，ブッシュ状の植分を形成する。

　　　ii）　生育地・分布

　クヌギ・コナラ林，スギ・ヒノキ植林など森林植生の林縁部に成立する。立地は日当たりが良

く，土壌ぱ森林からの滲出水などよにって適潤な場合が多い。

　海老名市域では森林植生の多い洪積台地上の丘陵部に点在してみられる。

　　iiD遷移ほか
　つる植物からなるセンニンソウ群集は森林の一部が破壊された場合，自然の治癒組織としてい

ち早く傷部を覆いつくす働きがある。

　　iv）　人とのかかわりあい

　アケビ，ヤマノイモ，エビヅルなど人闘に好んで食される植物が多い。史前帰化植物のクズは，

センニンソウ群集に伴生することも多い。クズの根はデンプン質が豊富で昔は良く食用に供せら

れた。
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　　　　　Fig．14　河川沿いに植栽されることも多いメダケ群集（新宿）。

Die　Ineisten　Bestande　von　PZピ’oゐ♂α∫々∬5～ノ〃θ〃〃sind　als　Hoc1｝wasserschutz　gep且anzt（Shinsiku）．

　v）自然保護
とくに．保護は必要としない。

　　（2D　メダケ群集

　　　　　Pleioblastietum　simonii　Miuamikawa1970（Tab・14）

　　　i）　　　キ二塁児　。　糸且月父

　メダケの優寂する低木林。メダケの植被が密なため，林床の伴生種は少ない。アケビ，スイカ

ズラ，センニンソウなどのツル植物のほか，エノキ，ムクノキ，ゴンズイなど適潤な立地を好む

陽地生夏緑広葉樹もみられる。また，ヤブラン，シュロ，アオキ，ジャノヒゲなど耐陰性の常緑

植物も生育している。

　メダケ群集はメダケ，ホテイチクを標徴種・区分種としてまとめられた。

　　　iD　生育地・分布

　メダケ群集の自然の生育地では，海岸の風衝断崖に持続群落を形成している。海老名市域では

相模川の堤沿い，本郷の水系沿いに帯状に発達した植分がみられる。

　　iii）　　　 遷　移　 ウま　 カ、

　メダケが密生すると他の植物が高い活力で生育することができず，メダケ群集の持続的な代償

植生が形成される。陽地生のエノキ，ムクノキ，ミズキ，ゴンズイなどがメダケの背丈を越えて
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生長すると，急速に民訴が発達し，森林に遷移する。

　　iv）　人とのかかわりあい

　メダケは密な植分を発達させるので，護岸用に植栽されることも多い。また材は工芸用に使わ

れる。

　　　v）　自然保護

　とくに保護対策を講ずる必要はない。

　　3）草原・浮水植物群落　Wiesea翌nd　Schwi凱mわlattgesel豆schaften

　　（22）　チガヤ群落

　　　　　1翫perαfα　cり蕊πdrεcαvar。たoeπε9麗一Gesellschaft　（Tab．15）

　　　i）　相観・組成

　イネ科の高議な多年生草本植物であるチガヤの優占する草原。他にオニウシノケ，コヌカグサ，

スギナ，ハルジオンなどが伴生している。チガヤ，キンエノコロ，ハルジオンで区分される。

　　ii）　生育地・分布

　砂地や火由灰⊥の比較的乾燥した繋縛立地に成立する。日当たりのよい土手，畦に帯状に植分

を発達させている。

　　　Fig．15　乾燥した砂地に発達するチガヤ群落（相模川河川敷）。

Dle　Z〃4）81「α’α《yZガ〃‘Z厚。αvar．んoo／z∫gガーGeseilschaft｝ebt　an　trocknen　Sand・Standorten

（F玉uBbett　des　Sagami）．
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Tab，15二次草原
Sekundare　Wlesen

1：　【mperata　cy巨ndrica　var．　kQenigH－Gesenschaft
2：　Miscanthus　sinensis－Gese［lschaft
3：Youngio　denticulatae－Mac【eayetum　cordaξae

Spaite：

Laufende　Nr．：
Fe［d－Nr．＝

Datum　d．　AufBahme＝

GrOβe　d。　Probef琵｝che　（m2♪＝

HO耗e　Uber　Meer　｛m｝：

Exposiしion：
Neigur】9　（　o｝：

Hむhe　d．　Vegetat重。罷（cm｝l

Deckung　d．　Vegetation（％1：
Deckung　d。　MoQsschic軸t（％｝：

群蕗区分
通し番号
調査番号

調査年月B

調査面積
灘抜商漫
方位

傾霜

横生商
全植破率

酵苔層の瞳被率

　監　　2　　3　　4
EG　　　E　　E　　己

　6L51監00　99
膠83　　184　　「84　　「84

　8　　11　　6　　6
31　　　14　　　22　　　22

　2　　16　　16　　25
　14　　　10　　　34　　　38

　一　　　一　　　一　　N

　L　　L　　L　　45
0．6　 0．5　 1，8　 1．0

90　　　90　　　80　　　60

　藍4　　 11　　 33　　 21

TFenDarten　d．　Ges911seB．：　　　　　　　　　　　　群落区分極
　Imperata　eylindrlca　var．　koentgii　　　　　チガヤ
　Sotarla　glauca　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キンエノコロ
　Er1geron　pMladelphteus　　　　　　　　ハルジオン
Trennarten　d．　Gese口seh．：　　　　　　　　　　　　　群落区分種
　Miscanthus　sinensis　　　　　　　　　　　　　　ススキ
　Aster　ageratoideS　Va．r．　OVa隻US　　　　　　　　　ノコンギク
　Eupatonum　e｝nnense　var．　simpholfoll越m　ヒヨドリバナ
　Lespedeza　piヨosa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネコハギ

　Chrysanthemum　mBkinoi　　　　　　　　　　　　　　　　　リュウノウギク
　Trlsetum　bifidum　　　　　　　　　　　　　　　　　　カニッリグサ
Ken“一u．　Trennarten　d．　Ass．：　　　　　　　　騨集標数種・区分種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤクシソウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タケニグサ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イワニガナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フキ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随坤種

　Paraixeris　dent室CIIlata
　Macleaya　cordata
　Aralia　eordata
　Ixeris　stolonifera
　Petasites　j且ponieUS
Be　leLteセ；

　EquisetUm　arvense
　Artemlsia　princeps
　Laetuca　ind重ca
　Lespedeza　euneata
　Erigeron　annUUS
　Camρanula　ρune亡ata
　Cocculus　orbieulatus

スギナ

ヨモギ

アキノノゲシ
メドハギ

ヒメジョオン
ホタルブクロ

アオツヅラフジ

5．5　4．4
＋．2　＋，2

幽　　　　　十

亘9監

＋．2

申．2

4．4
童．1

＋．2

＋．2

十

＋，2

2，3

1．2

＋．2

＋．2

監『1

＋2
十

十

1．2

2．3
童．1

十

3．4

L2
＋．2

十

十

十

出現1回目種Auβerdem　le　einmal　inむfd．　Nr。！：　Trifohum　repensシuツメクサ　1・2，　Set＆ria　faberi
　アキノエノコログサ　＋・2，Fes亀uea　arundinaceaオニウシノケグサ　転2，0xahs　eornieulata　f・erectaタチカタバミ　＋・2，
　Holeus　lanatusシラゲガヤ　ト，　Daetylis　glomerataカモガヤ　＋，　Bidens　PHosaコセンダングサ＋，　Erigeron
　sumatrensisオオアレチノギク＋，　ln　2；Arund重neUa　hLrta　トダシバ2・3，　Plantago　asiatlcaオオバコ　＋・2，
　SohdagQ　a1Ussimaセイタカアワダチソウ　＋・2．　Agrostis　albaコヌカグサ＋・2，　Rosa　multinoraノイバラ　＋，　Carex
　互eueoehloraアオスゲ　÷，Vicia　angustirohaヤハズエンドウ　＋，　藍n　3　：Amph重carpae＆tdspermaヤブマメ　1・2，
　S匙achys　japon童ca　var．　intermediaイヌゴマ　1・2，　Poa　sphondylodesイチゴツナギ　1・2，　Cass呈a　nomame
　カワラケツメイ　1・1，Agropyron　r琶eemiferumアオカモジグサ＋・2，　Agrostis　elavata　var・nukaboヌカポヤ・2，
　Co㎜nehna　co㎜unisツユクサ＋・2，　Carex　japonleaヒゴクサ＋・2，　Calystegia　j＆P。nieaヒルガオ杢，
　Houttuynia　cordataドクダミ　＋，　Digitari＆社dscendensメヒシバ＋，　Viola　grypoeerasタチツ潔スミレ＋，
Hemer。cams　fulva　r．　kwansoヤブカンゾウ＋▼Wisterla　f1。ribundaフジ＋，　Ku㎜erovla　strlataヤハズソウ
　＋，Ambrosla　al噛9m，5垂aefOlla　var．　eユaτiorブタクサ＋，　Dりehe3nea　ehrysanthaヘビイチゴ＋レP韮eris
　japonicaコウゾリナ＋，　Elsholtzla　cU正ataナギナタコウジュ＋，　in　4：Aralia　elataタラノキ＋，　Ampelopsis
　brevゆedunculataノブドウ＋，　LySimaehia　japOnica　f．　SUbseSSihsコナスビ＋，　Young隻a　japOniea
　オニタビラコ　＋，Rubus　p乱lmatus　var・eoptophyllusモミジイチゴ＋，　Akebia　quihataアケビ＋，　Astnbe
　thunber巳Liアカショウマ㍉Sonehus　oleraceusノゲシ㍉Alnus　hirsuta　var・sibirleaヤマハンノキ＋・

iii）　　　遷　移　 をま　 カ、

海老名画では畦に発達する植分がもっとも多い。畦が古くなると土壌の固結，貧養化が生じ，

ユウガギクーヨモギ群集からチガヤ群落へ遷移する。

iv）人とのかかわりあい

野火が繰り返されると植分が広がりやすい。

（23）　ススキ群落

1陛ε8cαπオ配s　sεπeπsε8幅Gese玉玉sc薮aft　（Tab．　15）

i）　相観・組成
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Fig，16　造成後3～4年放棄された立地に多年生のススキ群落が成立している（宮台）。

3b隻s　4　Jahre　nach　dem　Bau　entwickelt　sich　dieハ4ゴ5ごαノ～’ん〃55～ノ～6〃5～∫．Gese11schaft（Mlyadai）．

　ススキの優糊する多年生草本1慷物群落。スギナ，ヨモギの常在度が高く，他にもリュウノウギ

ク，カニツリグサ，ノコンギク，ネコハギ，コウゾリナ，ヘクソカズラ，アズマネザサなどが混

生している。ススキとアズマネザサの軌イトは拮抗状態にあり，アズマネザサが優蒸すると総成は

著しく貧化する。

　　　iD　生育地・分布

　旺当たりのよい土鋲。造成地でも4～5年放棄されると，ススキ群落が形成される。

　分布は洪積台地上に多く，畑放棄地，国分寺台，上今泉の造成地によくみられる。絹模川流域

にはススキに似たオギの草原が発達している。

　　iii）遷移ほか

　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落など遷移初期の1年生雑草硲客から遷移するほか，

アキノノゲシーカナムグラ群集，ユウガギクーヨモギ群集などは立地の貧養，乾燥化が進むと，

ススキ群落に遷移しやすい。

　　iv）　人とのかかわりあい

　秋の七皐の多くはススキ草原の構成種である。火入れなどによって等分が長：年持続するとリン

ドウ，オミナエシ，ヤマハギなどが生育するようになる。カヤ場として毎年火入れの行なわれる

ススキ草原はもうみられない。
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　　　　　　　　　Fig．17　斜而崩壊地のヤクシソウータケニグサ群集（宮台）。
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　Fig．！8　半陰地となる林縁部のチヂミザサードクダミ群集（宮台）。

Das　Oplismeno　undulatifQ11i．Houttuynietum　cordatae
b三｝det　einen　Saum　iln　Halbschat亀en　（Miyada玉）．



49

灘鍛i
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繊
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獄饗聾

灘

獄弊
　　　　　　　　　Fig．19　農道沿いに発達するカラムシ群落（rl・言野）。

　　　　　Die　1308／乙〃’6加ノzψ01zo刀醜α一Gesellschaft　an（len　Wegen　entiang（藤akano）．

　　　v）自然保護

　海老名帯のススキ群落はいずれも遷移の途中に出現した先駆的な植分で，秋の七草にみられる

ような本来のススキ草原の構成種は復元していない。

　　（24）　ヤクシソウータケニグサ群集

　　　　　YouRgio　de箕ticulatae－Madeayetum　cofdatae　Ohba19ア5（Tab．15）

　　　i）　相藁蓑・組威：

　ヤクシソウ，タケニグサ，ウド，コナスビ，イワニガナなどの散生する越年生，多年生草本植

物群落。

　　　ii）　生育地・分布

　日当たりのよい急斜菰崩壊地に成立し，山間部ではよく林道ののり面にみられる。海老名市宮

台では，宅地造成でけずりとられた丘陵ののり詳fiに穂分が確認されている。

　　iii）遷移ほか

　崩壊の持続する立地に成立し，安定してしまうと，ススキやキイチゴ類，タラノキの多い群落

に遷移する。

　　iv）　人とのかかわりあい

　不安定な立地を指標しているので，造成地に出現するのは好ましくない。
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　v）自然保護
とくになし。

　　（25）　チヂミザサードクダミ群集

　　　　　OP至ismeno　undula£量folii印】玉。羅tも朕ynietum　cordatae　Ohl）aet

　　　　　Sugawara　1982（Tab．8）

　　　i）　相観・組成

　ドクダミ，ハナタデの優起する1年生・多年生草本植物群落。群落高は30cm以下と低く，密

生した植分を形成する。ドクダミ，ハナタデ，イヌワラビで区分されている。

　　　ii）　生育地・分布

　林縁に沿ったすそ部に帯状に発達する。樹冠におおわれた半陰地で適欄な立地となっている。

イノデータブノキ群集，スギ・ヒノキ植林など常緑樹林に／妾していることが多い。

　　iii）　　　 遷　移　 をま　 カ、

　持続群落として成立している。

　　iv）　人とのかかおりあい

　森に沿った小道沿いにみられ，軽度の踏1三Eの影響もうけている。

　　　v）自然保護

　とくになし。

　　（26）　　ヤフ“鷲～「オ群落

　　　　　βoθゐη3θrεα　Zoπ9εsP‘cα一Gesellschaft　（Tab．　8）

　　　i）　相観・組成

　ヤブマオの優占する多年生草本植物群落。群落高は100Cmを越える。ヤブマオ，ヒメワラビで

区分される。

　　ii）　生育地・分布

　ヤブツバキクラス域の半陰地から日当たりの良い路傍，林縁に生育する。土壌は適潤である。

　　三ii）遷移ほか

　持続性が高い。

　　iv）人とのかかわりあい

　典型的な人里植物群落で，農村暴慢を特徴づける群落のひとつである。

　　　v）自然保護

　とくになし。



51

鱗

翼鍮鍾

謬鱗

一撃華　綴

ダ終
鍵詮、

・纒i，

繁嘱響
　　　　欄

　　　　　　　　　　　Fig・20　路傍のクサニワトコ群落（杉本）。

　　　　　　　Die　3α〃め～κz‘∫ご1～～ノ～8ノ～∫’5－Gesellschaft　des　Wegrandes（Suglmoto），

　　（2ア）　カラムシ群落：

　　　　　βoθん〃εθ吻撹poπoπεvθα一Gesellsc蓋aft（Tab．8）

　　　i）　稲観・組成

　カラムシの優占する多年生草本植物群落。カラムシはヤブマオと同じイラクサ科カラムシ属の

植物で，ヤブマオの葉が対生，カラムシの葉が互性なので容易に区別がつく。

　群落はカラムシのほか，ノビルで区分されている。

　　　ii）　生育地・分布

　B当たりのよい路傍，畦に生育する。乾燥にも強く，石壌などに威議することもある。

　　iii）　　　 遷　移　 をま　 カ、

　持紅群落を形成する。

　　iv）　人とのかかわりあい

　昔はカラムシの茎の繊維が工芸に利用されたが，今日ではあまりみられなくなった。人黒植物

群落のひとつでカラムシは更前帰化植物でないかとする息見もある。

　　　v）　自然保護

　とくになし。
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　　（28）　クサニワトコ群落

　　　　　8α7πb配。配scん‘πθπsεs－Gesellschaft（Tab．8）

　　　i）　相観・組成

　クサニワトコの優浮する多年生草本植物群落，群落高は！．5mになる。

　　　ii）　生育地・分布

　日当たりのよい路傍。海老名市では杉本で分布が1ケ所確認されたにとどまる。

　　iii）　　　 遷　移　 ウま　 カ、

　クサニワトコの葉茎が密生し，持続群落を形成する。

　　iv）　人とのかかわりあい

　人里植物群落のひとつである。

　　　v）　自然保護

　クサニワトコ群落は暖かい地域に多く，関東地方では分布もまれである。恐らく種子が鳥によ

って運びこまれたと考えられる。

　　（29）　ユウガギクーヨモギ群集

　　　　　1（alimerido－Arte三nisieもum　principis　Okuda1978（Tab，8）

　　　i）　相観・組成

　ヨモギ，ユウガギク，カントウヨメナなどキク科の多年生草本植物の優占する路傍雑草群落。

スイバ，カントウヨメナ，ウシハコベ，オオジシバリ，ユウガギク，ヒルガオ，タチカタバミで

標徴・区分されている。

　　　ii）　生育地・分布

　適潤な土壌からなる日当たりのよい路傍に生育する。海老名市では田畑の畦道沿いに普通にみ

られる。

　　iii）遷移ほか

　田の畦ではミゾカクシーオオジシバリ群集への踏圧が少なくなると，ユウガギクーヨモギ群集

に遷移する。

　　iv）人とのかかわりあい

　秋季にユウガギク，カントウヨメナなどのノギクが咲きそろう。

　多年生の根茎によって畦の側面が崩壊から保護される。

　　　v）　自然保護

　田園景観を特徴づける植生のひとつで，景観保全上残される対象となる。

　　（30）　オドリコソウ群落

　　　　　Lαmεμ配6αr6αfω7π・Gese茎玉sc蓋aft（Tab．8）
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沙

漏

勲

　Fig．21　ユウガギク，カントウヨメナなどノギクで構成されたユウガギクーヨモギ群集。

　　　F蟄rdas　Kalimerido－Artemis玉etum　princip三s　sindkleineBlumenvon
　　　Compositen　charakter三stisch．

　　　i）相観・組成

　オドリコソウの優占する多年生草本植物群落。群落高は40～50cmで，春季に最盛期をむかえ

る。群落はヤブジラミ，オドリコソウ，カテンソウで区：分されている。

　　　ii）　生育地・分獅

　やや半陰となる路傍で，林縁部に帯状に発達することが多い。立地はやや湿潤で土壌は深い。

丘陵の山足部，段丘斜面下部，相模川の自然堤防沿いなどに分布している。

　　iii）遷移ほか

　持続群落を形成している。

　　iv）　人とのかかわりあい

　古くからある農道，小道沿いにみられることが多く，新興の住宅地域には分布しない。

　　　v）　自然保護

　田園景観の構成群落で，景観保全上残していくのが好ましい。

　　（3D　ア半ノノゲシーカナムグラ群集

　　　　　Lacもuco　i且dicae・Humuletuln　japo垣。圭Okuda19ア8（Tab．8）

　　　i）相観・組成

　1年生つる植物のカナムグラの優糊する草本植物群落。カナムグラが地上をはうようにおおい，
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アキノノゲシが突きぬけたように直立している。クズを伴うことも多い。

　　　ii）　生育地・分布

　ぼう主な上世からなる富栄養立地に生育し，日当たりのよい場所を好む。畑放棄地の代表的な

植物群落で，洪積台地上の耕作地に分布している。

　　iii）遷移ほか

　耕作地雑：1…ll：群落のカラスビシャクーニシキソウ群集から遷移し，時闘の経過とともにさらに高

茎なススキ群落，セイタカアワダチソウ群落に遷移する。

　　iv）　人とのかかわりあい

　耕作が放棄されることにより出現する植物群落である。

　　　v）　自然保言蔓

　造成予定の休耕畑などに出現し，田園景観破壊の指標群落となる。

　　（32）　チカラシバ群落

　　　　　Pεππεsθf配’π　αZOP6cω｝．oεdlθs－Gesel玉schaft　（Tab．　8）

　　　i）　相観・組成

　チカラシバの叢生した多年生草本植物群落。群落高ぱ4Ccmにみたない。

　　　ii）　生育地・分布

　日当たりの良い路傍や踏圧の少ない路上に生育している。往来の少ない農道，学校のグランド

に分布している。

　　iii）遷移ほか

　カワラスゲーオオバコ群集，カゼクサーオオバコ群集に与えられる踏圧が減少するとチカラシ

バ群落に遷移しやすい。

　　iv）　人とのかかわりあい

　グランドに普通な雑草群落で，足かけで転ばすための遊びで子どもの結ぶ草がチカラシバであ

る。

　　　v）　自然保護

　とくになし。

　　（33）　カゼクサーオオバコ群集

　　　　　Eragrostまoferrugineae－Pla夏tag量net田n　asiaticae（Miyawaki1964）

　　　　　Tx．19ア7（Tab．7）

　　　i）　相観・組成

　イネ科のカゼクサの優占する草本植物群落。植生高は3C～40Cmで，70％以上の植：被率を占め

ている。転生種にはオオバコ，シロツメクサ，ヘビイチゴ，ゲンノショウコなどロゼット状，ほ
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ふく状の短茎植物が多い。

　　　ii）　生育地・分布

　カゼクサーオオバコ群集は踏臣下に成立する路上雑草群落で，畦道やグランドに普通にみられ

る。植分に加えられる踏圧はそれほど頻雑でなく，踏圧に対して抵抗力の強い叢生，ほふく，ロ

ゼット状植物が特徴的である。

　　iii）　遷移ほか

　曝露下に持続する代償植生である。錯圧が強まれば，より短茎のクサイーオオバコ群集，ある

いは裸地に退行する。蕪蒸が弱まれば，より高麗のユウガギクーヨモギ群集に遷移が進行する。

　　iv）人とのかかわりあい

　人の往来の程度を指標する植物群落で，比較的踏圧頻度の少ない農道に特徴的である。

　　　v）　自然保護

　最近は，除草剤の散布により枯死した植分を多くみかける。カゼクサーオォバコ群集は短茎で

農作業のじゃまにならないし，作物と競合することもない。むしろ除草剤が二次的にもたらす毒

性に問題がある。

誕灘

i驚禦

繊

講嚢

譲醗懸

灘
麺羨．

雛鰻
　　　Fig．22　農道上に発達したカゼクサーオオバコ群集（三島）。

夏）as　Eragrostio　ferrugineae．Plantaginetum　asiaticae　istelne
h盗面ge　Trittgesellschaft（Mishilna）．
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　　（34）　カワラスゲーオオバコ群集

　　　　　Carici量ncisae－Plantaginetu嫌　as量aticae（Miyawald1964）Tx・1977

　　　　　（Tab．7）

　　　i）相観・組成

　オオバコの優占する短直な多年生穂物群落。クサイ，カワラスゲで標徴・区分される。

　　　ii）　生育地・分布

　霊山の頻繁な路上に生育し，やや湿った土壌を指標している。海老名市での分布は少なく，杉

本の畦道で植生調査資料が得られている。

　　iii）　遷移ウまカ、

　踏麗がなくなると，競争の強い高茎なユウガギクーヨモギ群集，チカラシバ群落に遷移する。

　　iv）　人とのかかわりあい

　直接的な人閣の影直下に成立した植生である。区：分種となったカワラスゲ，クサイなどの本来

の生育地は中流河川の河川敷にある。

　　　v）　自然保護

　とくになし。

　　（35）　ミゾカクシーオオジシバリ群集

　　　　　Loわeho－Ixer量deもu1臓　japonicae　Miy呂wak壼eもOkuda1972（Tab．7）

　　　i）相観・組成

　春季に群落の最盛期があり，オオジシバリ，ケキツネノボタン，オヘビイチゴ，ヘビイチゴ，

ヒメヘビイチゴの黄花，ムラサキサギゴケ，カキドオシ，オオイヌノフグリの紫花が目立つ。群

落高は5～30cmと低茎で，踏圧に抵抗力のあるロゼット，ほふく状植物が多い。

　　ii）　生育地・分布

　富養で湿潤な泥質土壌を指標する。田おこしによって作られた畦に特徴的な路上雑草群落のひ

とつである。

　海老名市域では水田の多い沖積低地に普通にみられる。

　　iii）　　　　遷　移　　 ウま　　 力圏

　水田耕作によって出現する代償植生で，畦が古くなり，乾燥，貧寒化が進むとユウガギクーヨ

モギ群集に遷移する。

　　iv）　人とのかかわりあい

　ミゾカクシーオオジシバリ群集の構成種には，流水辺に自然の生育域をもっている種群が多い。

畦ぬりという内証的に作られた環境が流水辺と似るため，代償的な植生が形成されている。

　　　v）　自然保護

　特筆することはない。
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　　（36）　ギン：ゴケーツメクサ群集

　　　　　Bryo－Saginetum　japonicae　O蓋わa19ア1（Tab．7）

　　　i）　相観・組成

　短茎で小形なツメクサとギンゴケで構成された単純な組成の群落。

　　　ii）　生育地・分布

　石だだみやコンクリートのすき閲の有機質のたまった立地に生育している。市街地に結びつい

た都会雑草群落のひとつである。

　　iii）遷移ほか

　高等植物で構成された植物群落ではもっとも環境条件の厳しい立地を占めている。乾燥，膨圧

などの条件がさらに厳しくなると裸地化する。

　　iv）人とのかかわりあい

　人間活動に結びついた都市雑草群落のひとつである。

　　　v）　自然保護

　とくになし。

（3ア）　ジュズダマ群落

　　　CoεκZαcr〃παヴ。δε一Gesellschafも（Tab．9）

鷹 纒
　　　　Fig。23水田放棄地に発達したジュズダマ群落（三島）。

Die　Co～ごzゴαθつり〃αヴ。ゐ～・Gesellschaft　in　einem　brach　llegenden　Reisfel（1（Mishima）．
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　　　D　相観・組成

　アジア原産帰化植物のジュズダマの優占する草原。ジュズダマ，タネツケバナで区分されてい

る。

　　　ii）　　　 乙に育士也　・　分墳了

　小河川の水辺，水田放棄地などにみられ，流水のほとんどない，やや富養化した立地を指標し

ている。海老名荊での分布は比較的めずらしく，引池川沿いの水田放棄地で植生調査資料が得ら

れている。

　　iii）　　　遷　移　 をま　 カ、

　隣接してヨシ群落があることから，時間とともに貧養化が進み，在来生のヨシ群落に遷移する

とおもわれる。

　　iv）人とのかかわりあい

　ジュズダマの実は名のとおり，子どもたちが糸を通してジュズダマを作って遊ぶ。

　　　v）　自然保護

　とくになし。

　　（38）　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

　　　　　Erεgeroπcαπαdleπ8εs－Erεge7’oπs珈ηαオrθηsεs－Gesellschaft（Tab．16）

　　　i）　相観・組成

　越年生植物であるムカシヨモギ属のヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクの優占する植物群落。

区分種となるこれら2種ぱ，帰化植物として北米よりもたらされた。植生高は1．6mと高茎で，

他にもオオイヌタデ，アレチマツヨイ，コセンダン，ハルジオン，ブタクサ，ケアリタソウなど

多くの帰化植物が伴生している。

　　　ii）　生育地・分布

　畑放棄地，造成地など人為的な掩乱を強く受けた立地に成立する。

　海老名市では造成地，鉄道沿いなどに点在してみられ，量的には多くない。

　　iii）　遷移ほか

　畑放棄地ではカラスビシャクーニシキソウ群集より，造成地ではオヒシバーアキメヒシバ群集

など，いずれも短期1年生雑草群落から遷移する。ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落は

遷移の途中相として出現し，1～2年号ススキやヨモギの優占する群落に遷移していく。

　　iv）人とのかかわりあい

　帰化植物が多く，都市雑草群落ともよばれる。都市化とともに分布域を拡大させている。

　　　v）自然保護

　特筆することはない。
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1灘

繊

i懸
Fig。24　畑放棄地に成立したヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落。

Wenn　der　Acker　nicht　mehr　bestel｝t　wlrd，　entwicke】t　sich　im　folgenden　Jahr　die

Eノ忽6ノ℃〃αz〃α46〃5ゴ5－Eノ忽ε1噌。〃5z〃〃α’ノでノz∫～∫一Gesellschaft．

　　（39）　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　　Pi烈el韮。　ter難atae－Eup茎蓋orbiet臓瓢pseudochamaesycis　1置智awaki

　　　　　1969（Tab．16）

　　　i）相観・組成

　短期1年生の小形植物で構成されている。優占種はとくになく，よく出現する種にはスベリヒ

ユ，ザクロソウ，カヤツリグサ，コゴメガヤツリ，エノキグサ，クワクサ，トキンソウ，ハハコ

グサ，コニシキソウ，ツメクサなどがある。群集の標徴種とされるカラスビシャクはサトイモ科

の地中植物で，海老名市ではあまり多くない。

　　　ii）　生育地・分布

　耕起．施肥，除草，刈取りなど集約的管理の行われる耕作地で，発芽から結実までを完結でき

る短期1年生草本植物が適応して生育している。構成種は富養地を好み，除草，刈取り，踏圧に

抵抗力のあるほふく状の小形植物が多い。

　海老名市域では畑地，果樹園，苗圃の集中する洪積台地上に普通にみられる。

　　iii）遷移ほか

　カラスビシャクーニシキソウ群集は耕作に伴う集約的管理下に持続している。耕作が放棄され

ると，より競争力の強い高茎の越年生植物あるいはカナムグラ，ヤブマメなどのつる植物が侵入，
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　　　　Fig．25

　　　ist　eine　typische　Acker－Unkrautgesellschaft．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦塗葵鰻

　　　　　　　　　　　　　旗謙　

　　　　　集約的な管理下に成立したカラスビシャクーニシキソウ群集。

DasPinellio　ternatae－Euphorbietum　pseu（lochamaesycis

　　　繋

　　　　　　　じ　　　　　ヒ　　　　　　お　　謹葵

．爆、執．詩1

選．

　　　＼

ヒメムカシヨモギ一図オアレチノギク群落，アキノノゲシ一男ナムグラ群集などに遷移する。

　　iv）人とのかかわりあい

　集約的管理の施された健全な畑地の指標的な植物群落。

　　　v）　自然保護

　特筆することはない。

　　（40）　アオビユ群落

　　　　　ノ47παrαπfゐπ8　ひεrεdlε8輔Gesellschaft　（Tab．　玉6）

　　　i）相観・組成

　アオビユ，ホソアオビユを優占種，区分種とする1年生草本植物群落。これら2種は熱帯アメ

リカ産のヒユ科の帰化植物で，日本では高温となる夏季に出現している。

　　　ii）　生育地・分布

　日当たりが良く窒素分の多い立地に出現する。放棄されたぽかりの畑地などにややまれに分布

している。植生調査資料は堆肥置き場で得られている。

　　iii）遷移ほか

　遷移の初期に出現する雑草群落で2～3年もたてぽ，ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群
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落，セイタカアワダチソウ群落などに遷移する。

　　iv）人とのかかわりあい

　きわめて強い好窒素性植物群落で，成立に適した立地は人為的影響下でしか形成されない。

　　　v）　自然保護

　とくになし。

　　（41）　ホトケノザーコハコベ群落

　　　　　Lα〃霧ε温η菖α噸εθκεcα配置ε曜8fθπαrεαη3α涜α一Gesellscha蚕t　（Tab．16）

　　　i）　根観・組成

　ホトケノザ，コハコベ，オオイヌノフグリなど冬季から春季に生育する短期1年生雑草で構成

された草本植物群落。構成種の多くは欧州原産の小形の帰化植物で，混帯性の種からなりたって

いる。群落区分種にはノボロギク，オランダミミナグサ，コハコベ，ホトケノザがある。

　　　ii）　生育地・分布

　人為的影響が頻繁に加えられる耕作地に普通で，都会の街路樹の下などにもよく出現する。

　　iii）　　　 遷　移　 ウま　 カ、

　耕作地では夏季雑草群落のカラスビシャクーニシキソウ群集と季節的にすみわけている。群落

　勉難・
鰻鷺奪

馨轡駕軽繋．

欝鱗羅欝

凝、

難読

罵等

態麟
閣〆

Fig．26　春季の畑地雑草群落，ホトケノザーコハコベ群落。

Dieゐα〃～～～〃πα〃’ρZ8灘～ごα〃8－5’〃αノー’α〃～8‘！’α一Gesellsclユaft　ist　eine

Ackerunkrautgesellschaft，　die　ihr　Op幅um玉m　Fr“N玉ng　hat．
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は集約的管理下に持続しているが，放棄されれば，より競争力の強い年契な雑草群落に遷移する。

　　iv）人とのかかわりあい

　耕起，施肥，除草，刈取りという耕作地の集約的管理に適応して短茎，小形，短期生，多い種

子生産量といった形態的特質をもった構成種が多い。

　　　v）　自然保護

　最近は除草に薬剤（除草剤）を使うところが多く，耕作地の生態系への悪影響が心配される。

　　（42）　オヒシバーアキメヒシバ群集

　　　　　Ele腿sino　ind呈cae－Dig圭tarietum　violascentis　Okuda1978（Tab．17）

　　　i）相観・組成

　1年生のイネ科のオヒシバ，アキヒメシバが優曝し，この2種によって標微・区分される植物

群落。他にもメヒシバ，コメヒシバ，オオクサキビなどのイネ科草本植物が伴生している。植生

高は30～50cmで，50％以上の植被率を占めている。

　　　ii）　生育地・分布

　造成されてまもない立地。草むしりのよく行われるグランドなどで，夏季に発芽し，秋季には

すでに結実をすませる雑草群落の代表格である。

事齪

　　　　釈門

毒纏
　雛鰯

講i灘 獣響驚「累

麟 臨1

Fig．27　雑草として夏季にグランドにはびこることの多いオヒシバーアキメヒシバ群集。

　　DasEleusino　in〔hcae－Digitarietum　violascentisistimSommer
　　sehr　hau且g　auf　Sportpl益tzen．
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　海老名市域では学校の校庭，駐車場などに普通にみかける。

　　iii）　遷移ほか

　裸地にはじめに侵入する先駆性1年生草本植物群落である。構成種の種子生産量は多く，種子

重が軽いため，風などによってまんべんなく種子散布が行われている。

　　量v）人とのかかわりあい

　夏から秋にかけて校庭で行われる草むしりの多くはこの群落の構成種となる。

　　　v）　自然保護

　特筆することはない。

　　（43）　アキノユ：ノコロゲサーコセンダンゲザ群集

　　　　　Setario－Bide難tetum　pilosae逝iyawakietOkuda1972（Tabほ7）

　　　i）　相観・組成

　メヒシバ，オオイヌタデ，アキノエノコログサ，ブタクサの優占する夏季1年生雑草群落。エ

ノコログサ，アキノエノコログサ，ムラサキエノコログサ，イヌビエなどのイネ科植物が多く，

ヤハズソウ，カヤツリグサなども伴生している。コセンダングサを欠いているがキンエノコロ，

ムラサキエノコロ，エノコログサ，ヤハズソウで標徴・区分されている。

　　ii）　生育地・分布

　造成地，駐車場，グランドなどで，草むしりなど適度な人為的干渉の及ぶ立地に成立している。

オヒシバーアキメヒシバ群集の立地に比較して，土壌化が進んでおり，踏圧も少ない。海老名市

域では造成地域に集中して分布がみられる。

　　iii）遷移ほか

　オヒシバーアキヒメシバ群集から遷移してくることが多く，1～2年でさらにヨモギやイタド

リ優占三分にかわっていく。

　　iv）人とのかかわりあい

　エノコログサの類はネコジャラシともよぼれる身近な植物で，人里植物群落のひとつである。

　　　v）　自然保護

　とくになし。

　　（44）　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　　　Stellario－Ranunculetum　canton量ensis　Miyaw3kie乞Ok羅da19ア2

　　　　　（Tab．6）

　　　i）相観・組成

　春の水田雑草群落で，ゲンゲが優占してピンク色に水田をうめつくす。ゲンゲの播種が行われ

ない水田ではスズメノテッポウ，セトガヤなどの1年生イネ科草本植物の優占することが多い。
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伴生種にはノミノフスマ，コオニタビラコ，タネツケバナ，キツネアザミ，スズメノカタビラな

どがみられる。

　海老名市で植生調査されたノミノフスマーケキツネノボタン群集はゲンゲ，コオニタビラコ，

セトガヤ，タネツケバナなどを標微種・区分種としている。

　　　h）　生育地・分布

　耕起，湛水が行われる前の春季の湿潤な水田を生育地とする。湿田ではタガラシ，カズノコグ

サが，乾田ではキツネアザミが出現している。

　　iii）遷移ほか

　秋季にイネの刈取りがあり，そのまま放棄された水田に冬季に発芽，春季の短期間に生長し，

開花，結実までを完了する。その後は二野，湛水によって立地が改変させられるため，遷移は進

行しない。

　　　iv）人とのかかわりあい

　春の水田を代表するゲンゲはマメ科の草本植物で，土地を肥えさせるため種子がまかれる。最

近では化学肥料が多く使われ，ゲンゲ畑も少なくなってきている。

　　　v）　自然保護

　特筆することはない。

　　（45）　ミソ“ソノ｛群集

　　　　　PoIygonetum　t垂竃u魏bergii　Loh瓢．etMiyaw段ki1962（Tab．6）

　　　i）　相観。組成

　ミゾソバが優目し，群落高が50Clnどまりの草原。構成種は少なく，チゴザサ，ヤナギタデな

どがわずかにみられる。ミゾソバ1種を標徴種とする。

　　　ii）　生育地・分布

　水田放棄地，小河川の流水辺などの多湿な立地。ヨシ群落，ナガハギシギシーギシギシ群集，

スズメノテッポウータガラシ群集などの隣接群落として生育がみられる。

　　iii）　　　 遷　移　 ウま　 カ、

　水田ではウリカワーコナギ群集から遷移し，短期間でさらに多年生のヨシ群落に遷移すること

が多い。

　　iv）　人とのかかわりあい

　水田地帯に特徴的な群落である。

　　　v）　自然保護

　とくになし。
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　　（46）　アゼガヤツリーカワラスガナ群集

　　　　　Cyperetum　globoso・sanguinolent三　〇kudai978（Tab．！8）

　　　i）相観・組成

　夏季の高温期に発芽から結実までを短期間で行うカヤツジグサ科カヤツリグサ属の1年生草本

植物で主に構成されている。植生高は40～50cmで，70％以上の植被率を占めている。優占種に

はタマガヤツリとアゼナがあり，他にキカシグサ，ホタルイ，タカサブロウ，コブナグサ，ヒデ

リコ，ミズガヤツリ，アゼガヤツリ，カワラスガナ，ヒメクグ，ヒメテンツキ，チョウジタデな

どが伴生している。

　　　ii）　生育地・分布

　水位の変動のある流水辺で，夏季に水位が下がり，泥土の露出した立地に自然植生が形成され

る。海老名市域では，放棄されてまもない湿田で代償的な植分が確認されている。したがって分

布も水田の多い沖積低地に多く，相模川沿いにも自然植生の発達があるとおもわれる。

　　iii）　遷移ほか

　踏圧で水のにじむような湿潤な立地に成立し，遷移系列の初期に出現する植物群落である。時

間とともにチゴザサ，ヨシ，ガマなどの多年生高茎草原に遷移する。

塾
Fig．28新しい水田放棄地に発達するアゼガヤツリーカワラスガナ群集。

　　　　優i占種：はタマガヤツリ（社家）。

　Das　Cyperetum　globoso－sanguinolenti　mitdominierendem
　qyμ耀5‘♂∠馳〃〃ガ∫in　einem　brach　gefallenen　Reisfeld．



66

　　iv）人とのかかわりあい

　特筆することはない。

　　　v）　自然保護

　特筆することはない。

　　（47）　イガガヤツリ群落

　　　　　0μPθr麗8PoZ〃8fαcん〃os・Gesellschaft（Tab．17）

　　　i）相観・組成

　イガガヤツリの優占する短茎な草本植物群落。構成種に1年生，越年生草本植物が多く，群落

の最盛期は夏季にある。イガガヤツリとコゴメガヤツリで区分されている。

　　ii）　生育地・分布

　粘土質の火山灰母材が露出した造成地で，排水が悪く，乾燥と多湿状態におかれる。また踏圧

の影響も受けやすい。分布は少なく，植生調査資料は門沢橋で1ケ所得られている。

　　iii）　　　遷函移　 をま　 カ、

　造成地など最初に侵入する先駆的な植物群落。

　　iv）　人とのかかわりあい

　造成地と駐車場にみられる。

　　　　Fig．29　礫の多い駐車場にみられたイガガヤツリ群落（門沢橋）。

Die　Cyμ〃で∫ヵ。♂ッ甜α改yo5－Gesellschaft　auf　dem　Kies　eines　Autoparkplatzes（Kadosawabashi）．
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　　v）　自然保護

田園景観の破壊を指標する植物群落のひとつとなる。

　　（48）　クワイ群落

　　　　　Sασ」琵αrεαεrεfo麗αvar．　cαεrπ♂θα．Gesellschaft（Tab．18）

　　　i）　相観・組成

　栽培されたとおもわれるクワイの優占する植分。群落高は40～50cm～で，ほかにコナギ，ク

マビエが生育しているにすぎない。クワイは食料用に中国からもちこまれたホソバオモダカの変

種で，在来種のオモダカにもよく似ており区別がむずかしい。今泉小学校そばで植生調査された

植分はすでになく，水田に戻されている。クワイ群落はクワイ1種で区分されている。

　　　ii）　生育地・分布

　グライ土壌が形成される多湿な立地で，水深0～4cmの停滞水を伴っている。分布は下今泉

の沖積低地上の水田にみられた。

　　iii）遷移ほか

　調査された1983年の翌年には植分が消失しており，継続的な観察は行われていない。

　　iv）人とのかかわりあい

　中国から菓南アジアでは今日でも食料用に栽培されている。日本では今日ほとんどみられなく

なっている。クワイは走出枝の先にできる球茎を食し，クリに似た味わいがある。

　　　V）　自然保護

　とくになし。

　　（49）　ヌマガヤツリ群落

　　　　　CμPεr配8gZoπεθrα加s・Gesehschaf七（Tab．18）

　　　i）相観・組成

　豪壮なカヤツリグサ科1年生草本植物のヌマガヤツリの優占する草原。群落高は80cmに達し，

伴生種はほとんどみられない。ヌマガヤツリは夏季に発芽，生長し，秋季には結実をすませる。

　　　ii）　生育地・分布

　富養な泥土からなる湿地で，水深0～3cmの停滞水をもっている。相模川流域に分布してい

る。

　　iii）遷移ほか

　隣接して流水側にスズメノテッポウータガラシ群集の生育がみられることから流水による破壊

でスズメノテッポウータガラシ群集に偏向遷移することが考えられる。

　　iv）人とのかかわりあい

　なし。
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　　v）　自然保護

分布は関東以西に限られ，比較的少ない。

　（50）ホウキギク群落

　　　　滋s‘θrs鵜6π互αεπs＿Gesellschaft　（Tab．18）

　　i）相観・組成

ホウキギクの優占する1年生草本植物群落。

　　ii）　生育地・分布

相模川の砂質土からなる河川敷。

　iii）　　　遷　移　 をま　 カ、

タチヤナギ群集が破壊され，疎開した立地に代償植生を形成することが多い。

　iv）　人とのかかわりあい

河川敷の車道に沿った窪状地にも帯状に植分が発達する。

　　v）　自然保護

とくになし。

　　（51）　ウリカワーコナギ群集

　　　　　Sagittario・Monochorietum　Miyawaki1960（Tab．18）

　　　i）相観・組成

　湛水された水田で，植栽されたイネとともに生長，イネの刈取り前に結実をすませる雑草で構

成されている。植生高は50cmまでで，草本第1層をイネが占め，第2層にウリカワ，コナギ，

アギナシ，ミゾハコベなどが生育している。

　海老名市域ではウリカワ，コナギ，アギナシ，植栽のイネを標徴種・区分種にウリカワーコナ

ギ群集がまとめられている。

　　　ii）　生育地・分布

　水深が1～5cmに湛水した水田で，水質は化学肥料の投入によって富養化した状態にある。

海老名市の沖積低地に広がる水田では，雑草駆除が良く行われており，ウリカワーコナギ群集の

発達は少ない。

　　iii）遷　　　移

　ウリカワーコナギ群集はイネの栽培期間中にだけ生育し，水ヌキの行われたあとは消滅する。

　　iv）人とのかかわりあい

　典型的な夏季水田雑草が構成種となっている。除草は，田の草取りとして重労働であった。現

在は除草剤が広く使われている。雑草の中にはタイヌビエ，クマビエなどのように穂がでるまで

イネと区別のつきずらい種もある。
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　　　　　　　　　Fig，30　ウリカワ～コナギ群集の標採種，コナギ。

Mo〃αゾ～oノ物τ娩g～刀α〃∫vaLρ！α〃如9～ノ～80isteineKennartdes　Sagittario－Monochorietum．

　　　v）　自然保護

　かつて農薬の使用されなかった時代には水田雑草群落組成も多様で水生の小動物が多く，安定

した生態系が維持されていた。

　　（52）　ウキクサーアオウキクサ群落

　　　　　βρか04ε」αpoZ〃沈εzα一L6ηεηαρα衡。εco8オαfα一Gesellsckafも（Tab，19）

　　　i）相観・組成

　アオウキクが！00％に近い植被で優熱する浮水植物群落。他にウキクサ，イチョウウキゴケな

どが伴生している。

　　　ii）　生育地・分布

　初夏の頃，富国化した水商に総総を形成する。植分の多くは停滞水域にみられ，湛水した水田

に普通である。

　　瓢）遷　　　移

　ウキクサーアオウキクサ群落は1年生で，しかも移勤性があり，冬季には消滅する。ウキクサ

（広義）の仲間にはアカウキクサ，ヒメウキクサのように常緑性の種もあるが，海老名市では確

認されていない。

　　iv）人とのかかわりあい
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懸灘綴蜻@i購鐡繊縫醗

Fig．31　水田雑草として夏季に繁殖するウキクサーアオウキクサ群落。

Die魯》～’・048Zα∫＞04）η一ノ～陀α，ゐ8〃～ηα♪α〃6ノ‘・o∫’α’α一Gesellschaft　entwickelt　sich　im

Sommer　als　eine　Reisfe】d－Unkrautgesellschafし

　　Tab．！9　ウキクサーアオウキクサ群落

5ノ♪1’w1βZα♪04y’－1～～窓ごトゐθ〃〃αノ）α”（・1cα∫∠ζz’α一Gesellschaft

Laufende　Nr．：
Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme：

GrOβe　d．　Probeflache（rn2）：

H6he綾ber　Meer（m）：
Wassertief（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

通し番号
調査番号

調査年月日

調査面積
海抜高度
水深

全野被翼
翼緊縮数

　1
EG
20
冒83

　8
31

　1
22
15

100

　2

　2
EG
29
響83

　8
31

　3
22
10
90

　2

　3
　E
65
184

　5
　9
2．5
23
20
90

　2

　4
EZ
201
！85

　8
　4
　9
25

　5
100

　2
Trennartell　d。　C…esellseh．：　君羊落区分毒悪

Lemna　paueieostata　　アオウキクサ
Spirodela　polyphiza　ウキクサ

5．5　 5．5　 4．4　 5．5
3．3　　3．3　　2．3　　2．2

ウキクサーアオウキクサ群落は水田雑草群落のひとつで，駆除の対象となっている。

　　v）　自然保護

特筆することはない。
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　（53）　ヒルムシロ群落

　　　　po置αηεogθfoπ（涜sfε，zc加s－GeseUsckaft（Tab．20）

　　i）相観・組成

ヒルムシロの優占する浮水植物群落。

　　ii）　生育地・分布

池，湿田などの停滞水域。海老名布ではクワイ群落に隣接してみられた。

蟻

i籔嚢鍵馨灘鞭耀、

　　　　　　Fig．32　海老名市では珍しい水田のヒルムシロ群落（田中）。

Dieん孟α〃’og8ωπゴ～甜1～～c細∫一Geselischaft　ist　selten　im　Reisfeldern　der　Stadt　Eb三na（Tanaka）．

　　　　　　　　　　　　　　Tab．20　ヒルムシロ群落

　　　　　　　　　　　　　ハ）オα〃’098’oπ4！5ご∫ノzご甜5－Gesellschaft

Laufe碧de　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　AufRahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　aber　Meer（m）：
Wassert玉ef（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Arte資zah｝：

通し番号　　1
調査番号　EG
　　　　　　23
調査年月日蜜83

　　　　　　　8

　　　　　　31
調査面積　　1

海抜高度　22
水深　　　15
全植被率　90
出現種数　　1

　2
EG
24
「83

　8
31

　1
22
15
90

　1

　3
EG
25
，83

　8
31

　1
22
15
80

　1

　4
EG
26
，83

　8
3韮

　1
22
15
95

　1
Tr璽nnarten　d．　Gesellseh．：

POtamOgetOn　（hStinetUS
群落区分種

ヒルムシロ　5．5　5．5　5．5 5．5
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　iii）遷移ほか

水質が変化しない限り持続群落として成立する。

　iv）入とのかかわりあい

集約的な管理を受ける水田に発達するのはめずらしい。

　　v）　自然保護

植生調査された植分は稲作用水田にもどされ，現在はみられない。

　2．植生図Vege重ationskarteR

　植物社会学的調査法によって類型化された植物群落を具体的に地図上に描いたのが植生図であ

る。植生図には現存植生図，潜在自然植生図，原植生図などがあり，目的に応じた縮尺で図化さ

れる。現存植生図は現在みられる植物群落の広がりを図化したもので，土地利用形態，緑化状況

などの評価，貴重植物群落のチェックなどに利用される。潜在自然植生図は現在，植生やその立

地に加えられている人間の影響を一切停止した場合，その立地が終局的にどのような自然植生を

支え得る潜在能力をもっているかという，理論的な自然植生を具体的に図化したものである。し

たがって，土地機能の総合的な評価が可能で，効率の良い土地利用計画，都市計画および再整備，

みどりの環境創造などのための基礎図に利用できる。

　海老名市では1984年度編纂の縮尺1：2，500の地形図をもとに縮尺1：10，000で，現存植生図

と潜在自然植生図が描かれた。

　　D　現存植生図G：10，000）　K：arte　der　realen　Vegetatio頚

　現存植生図の作成は！983年夏より，植生調査と平行して行われた。野外でチェックされた現存

植生の類型と広がりは，さらに空中写真の判読により精度が高められた。空中写真の判読のあい

まいな箇所は再度現地での照合が行なわれた。30の植生単位と，その他5の合計35の凡例で描か

れている。

　　森林植生W蕊星der

　q）　イノデータブノキ群集

　　　　Polysticho・1》erseetum　thunbergi1（Legnde！）

（相観）

タブノキの優試する常緑広葉樹林。

（環境）

沖積低地や斜面下部の適潤な立地。

（分布）

河原口の宗珪寺，中新田の海源寺，八幡，本郷など。とくに南部の沖積低地に多い。まれ。
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　　（2）　イロハモミジーケヤキ群集，ムクノキーエノキ群集

　　　　　Aceri・Zelkoveもum，　Aphanantho・Celも藍detum　Sine瀧sis

　　　　　（Legende　2）

（相観）

　ケヤキ，エノキ，ムクノキなどニレ科の優占する夏緑・常緑広葉樹林。

（環境）

　イノデータブノキ群集より湿潤な立地，あるいは崩壊性のある急斜面。

（分布）

上今泉2丁目，大谷の観音堂などの段丘斜面にみられる。きわめてまれ。

　　（3）　シラカシ群集

　　　　　Quercetum　my罫sinaefoliae（Legende3）

（相観）

　シラカシの優占する常緑広葉樹林。

（環境）

　火山灰土壌の発達した洪積台地。

（分布）

　滝ノ本，産川台，市場の福寿院，杉久保小学校裏などおもに北部。ややまれ。

　　（4）　クヌギーコナラ群集

　　　　　Quercetum　acutissimo－serratae（Legende4）

（相観）

　ロナラ，イヌシデの優占する夏緑広葉樹二次林。

（環境）

　火灰山土壌の厚い洪積台地上。15～20年ごとに伐採される。

（分布）

　上今泉4丁目，杉本，滝ノ本など北部に規模の大きな植分がみられる。ややまれ。

　　（5）　ミズキ群落他

　　　　　Oor肥8　coπ彦ro汐εr8α一Gesenschaft　u．　a．（Legende　5）

（相観）

　ミズキ群落，クマノミズキ群落，クマワラビーイヌシデ群落がまとめられている。ミズキ，ク

マノミズキ，イヌシデの優占する夏緑広葉樹二次林。

（環境）
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　沖積低地や斜面下部の適潤な立地。15～20年ごとに伐採される。

（分布）

　上今泉3丁目，大谷中学校周辺。下星谷など。普通。

　　（6）　常緑広葉樹植栽地

　　　　　Gep負aRzte　Immergr廿ne　Laubkolzbestand　（1，egende　6）

（相観）

　スダジイ，マテバシイなど常緑広葉樹が優占する。

（．環境）

　境界環境保全林。

（分布）

　東名高速の海老名サービスエリア周辺。

　　（ア）　サクラ並木（ソメイヨシノ）他

　　　　　Kirschen（Pr配ππs〃ε伽eπsε8）一Allee　u，　a．（Legende　7）

（相観）

　ソメイヨシノ，イチョウなど夏緑広葉樹の並木。

（環境）

　街路樹として植栽。

（分布）

　中河原の堤防沿い。国分寺台の並木。普通。

　　（8）　スギ・ヒノキ植林

　　　　　Or〃P’oη乙εrεαノαpoπεcα，0ゐα7παec〃Pαrε8　0わfπsα團Forst　（Legende　8）

（相観）

　スギ，ヒノキの植栽された常緑針葉樹林。

（環境）

　排水の良い斜面。

（分布）

　段丘斜面。滝ノ本，聖地，大之保，豊受神社，星谷など。普通。

　　（9）モウソウチク林

　　　　　PIL〃‘Zo伽c1己〃sんθ’θroc〃cJαf．μbθ8cθπs－Bestan虚（Legende　9）

（相観）



横栽されたモウソウチク優占林。

（環境）

斜面下部の適潤な立地。

（分布）

上今泉，伊勢山，中原，下谷津など洪積台地上に普通。

　　低木林　Geb菰sche

　qO）　クサギーアカメガシワ群落他

　　　　　C’8rodεπdroπ　オγεcゐ0♂ωππηレ2阪1αZZo考配sノ¢ゆ。πεc㏄s騎Besもa漉d　（Logonde　！0）

（相観）

アカメガシワ，クサギの優占する夏緑亜高木林。

（環境）

伐採跡地，林縁部に先駆的に発達している。

（分布）

洪積台地上に普通にみられるが植分は小さい。

　GD　メダケ群集

　　　　Ple量oblasもetum　simoni童（しじ9en（le11）

（相観）

メダケの叢生した低木林。

（環境）

ぼう軟で適潤な土壌。日あたりが良い。

（分布）

楓模川沿い。谷津の小河川沿い。ややまれ。

　（12）　センニンソウ群集

　　　　Clematidetum　ter滋florae（Legende12）

（相観）

つる植物の多い低木群落。

（環境）

林縁部の浸潤な立地。

（分布）

洪積台地上に普通。
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　　q3）　タチヤナギ群集

　　　　　Sa藍icetum　subfragilis（Legende13）

（相観）

　タチヤナギ，オノエヤナギ，カワヤナギの優占する低木林。

（環境）

　流水辺の泥土上。しばしば冠水する。

（分布）

　相模川流域。とくに南部に多い。

　　（14）苗　　　圃

　　　　　Baumsckule（Legende　14）

（相観）

　キャラボク，クロマツ，マテバシイなどが植栽されている。

（二胡）

　畑土。

（分布）

　本郷，下星谷，柳本など主に南部の洪積台地上。普通。

　　（15）　果樹園，桑畑

　　　　　Obstgaτten，瓢or配s－Garten（Legende　l5）

　（相観）

　ブドウ，リンゴ，クリ，ウメ，クワなどが植栽されている。

　（環境）

　畑土。

　（分布）

　桑畑は北部の上今泉に多い。果樹園も洪積台地上に普通。

　　草原WieseR
　　（16）　アズマネザサーススキ群集他

　　　　　Arundinario　chino・Miscanthetum　sinensis　u．a．（Legende16）

　（相観）

　アズマネザサ，ススキ，チガヤの優占する草原。

　（環境）

　比較的乾燥した日あたりのよい立地。
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（分布）

　市内に普通。

　　（17）　シバ群落

　　　　　Zo〃8εαゴαpoπεeα・GeseHscぬaft　（Legen（玉e　17）

（相観）

　シバの優占する短茎な草原。

（立地）

　日あたりが良く管理の施された立地。

（分布）

　工場，グランドに普通。

　　（t8）　ユウガギクーヨモギ群集

　　　　　Xa監ilner並do－Artemisiet睦m　pr韮ncipis　u．　a．（Legende18）

（相観）

　ヨモギ，カントウヨメナ，ユウガギクの優占する草原。

（環境）

　日あたりのよい路傍。適潤な立地。

（分布）

市内に普通。

　（19）　カゼゲサーオオバコ群集

　　　　Eragrostio　ferrugineae・P亘anもag童Reもum　asiaticae　u。　a．（Legende　19）

（相観）

カゼクサの優占する短茎な草原。

（環境）

日あたりが良く，踏圧の影響を受ける。

（分布）

市内のとくに田園地帯に普量。

　（20）ナガハギシギシーギシギシ群集

　　　　Ru搬icetu斑crisp・・japo鷺董ci（Legende20）

（相観）

ギシギシ，ナガハギシギシなどギシギシ属やネズミムギの優占する冬緑性の草原，
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（環境）

　河川敷の富養化した泥土上。

（分布）

　相模川。小河川の土手。普通。

　　（21）　ヨシ群落他

　　　　　pんrαρ7ηεfθ8απsfrαZjs－Gese董韮scLaft　u。　a。（Legende　21）

（相観）

　ヨシ，ガマの優占する高茎草原。

（環境）

　停滞水をもつか，あるいはきわめて多湿な立地。

（分布）

　相模川。水田放棄地。ややまれ。

　　（22）　オギ群集

　　　　　Misca益thet程m　saccLar量flori（Legende23）

（相観）

　オギの優占する高茎草原。

（環境）

　ヨシ群落よりは乾燥するが多湿な立地。

（分布）

　相模川。南部に普通。

　　（23）　ヒメムカシヨモギー隠蟹アレチノギク群落

　　　　　E｝’£geroπ　cαπαdeπ8εs－1i7r‘geroπsε↓η己α毒｝’erLsεs－Gesellschaft　（Legende　23）

　（相観）

　ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクの優占する越年生草原。

　（環境）

　造成や畑放棄されて1～2年経過した立地。

　（分布）

　市内に点在している。とくに新興住宅地に多い。普通。
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　（24）　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　P圭nel藍ioもernatae・Euphorbietu皿pseudochamaesycis（Legende24）
（相観）

優占種はない。小形植物からなる短期1年生草本植物群落。

（環境）

耕起，施肥，除草，刈り取りという集約的管理の行なわれる畑地。

（分布）

市内にきわめて普通で，とくに洪積台地上の田園地帯に多い。

　（25）　オヒシバーアキメヒシバ群集

　　　　Eleusi籠。　indicae・1）ig呈tar三etum　v三〇玉ascent量s（Legelxle25）

（相観）

オヒシバ，アキメヒシバの散生する事事な夏季1年生雑草群落。

（環境）

造成されてまもない：立地や踏圧の頻繁なグランド。

（分布）

市内に普通。

　（26）　アキノエノコ日ゲサーコセンダンゲサ群集他

　　　　　Setario葡Bide難teもum　p量10sae　u。　a．（Legende　26）

（相観）

メヒシバ，アキノエノコログサ，ブタクサの優占する夏季1年生雑草群落。

（環暁）

造成地，駐車場などオヒシバーアキノヒシバ群集より土壌化が進み，踏圧も少ない立地。

（分布）

市内に普通。

　（27）　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　　　Sもe至iar圭。哺Ran翌nculeもum　cantoniens董s（Legende　27）

（相観）

ゲンゲ，スズメノテッポウの優直する春季水田雑草群落。

（環境）

耕起まえの冬季から春季にかけた多湿な水田。

（分布）
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　沖積低地に広く分布する。

　　（28）　ミゾソバ群集他

　　　　　polygonetum　tku烈bergi董u．　a．（Legende28）

（相観）

　ミゾソバ，ジュズダマの優占するミゾソバ群集，ジュズダマ群落などがある。

（環境）

　小河川，畦沿いの小川などの流水辺や比較的新しい水田放棄地。

（分布）

　沖積低地の水田地帯にややまれにみられる。

　　（29）　スズメノテッポウータガラシ群集

　　　　　A隻opecuro－Ranuncdetum　scelerati（Legende29）

（相観）

　タガラシの優占する1年生草本植物群落。

（環境）

　流水辺の富栄養化した泥土上で多湿な立地。

（分布）

　相模川。鳩川との合流付近にとくに多い。

　　（30）　アゼガヤツリーカワラスガナ群集他

　　　　　Cyperetum　globoso－sanguinolenti　u．a．（Legende30）

（相観）

　アゼナ，タマガヤツリなどの優占する夏季1年生雑草群落。イ也にクワイ群落。ヌマガヤツリ群

落，ホウキギク群落がある。

（環境）

　放棄されてまもない水田。多湿で踏圧により水がにじみでる。

（分布）

　沖積低地の水田にややまれ。相模川沿いではヌマガヤツリ群落が相模小橋近くにみられる。

　　そ　の　他Sonsもige　Lege湘e

　　（31）　緑の多い住宅地

　　　　　Sied1“ngen　mit　sta論dor色sgem脇en　B註umea（Legende　31）

（相観）
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　タブノキ，シラカシ，ケヤキなど在来種の高木が宅地を覆っている。低木，草本植物も常緑植

物を主に豊富である。

（環境）

　農家，寺院，神社の集まった昔からの集落。一般に屋敷も大きい。

（分布）

　沖積低地では相模川自然堤防後背地，洪積台地では段丘斜面に接した肩部に多い。

　　（32）　住宅地・工場・道路

　　　　　Siedlungen，　FabrikeR，　StraBen　und　vegetaもionslosen　F監…しchen　（Legende　32）

（相観）

　建物の密集地や道路など植物群落が発達しない。

（環境）

　戦後建てられた住宅，工場などが集中している。小型で敷地もせまい住宅が多い。

（分布）

　水田，畑地を破壊し拡大を続けている。

　　（33）造　成　地

　　　　　Bauste正len（Legende　33）

（相観）

　無植生，無建造物。

（環境）

　火山灰層などの母材が露出し，整地の進行している状態。

（分布）

　相模川流域の三番河原から五番河原にかけた地区。洪積台地上では富谷などの新興住宅地区：に

みられる。

　　（34）自然裸地

　　　　　Von　Na加r　aus　vegeta重io聡slose　Fl琶chen（Legende　34）

　（相観）

　砂礫を母材とする無植生地。

　（環境）

　流水の破壊作用によって植生が発達しない。

　（分布）

　相模川の急流域。
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　　（35）開放水域

　　　　　0鉦enes　Wasser（Legende　35）

（相観）

　流水域。

（環境）

　常に水の流れがあり，植生が発達していない。

（分布）

　相模川。

　　2）　潜在自然植生図（1：10，000）

　　　　Karte　der　potentiellen　na樋r藍ichen　Vege毛ation

　海老名市域は古くから主に田園地帯として開けてきたが，戦後は都心部の拡大の影響を受け，

ベットタウン化，工場誘致と土地利用も複雑になった。今後も土地利用の細分化が進むと予想さ

るが，合理的な土地利用，都市計画を行うための基礎資料として潜在自然植生図の作成が行なわ

れた。潜在自然植生の判定には残存自然植生，自然度の高い代償植生の分布状態が基準となり，

さらに土壌，地形などの環境要因も比較された。

　　森　林　植　生　W琶lder

　　（1）　ムクノキーエノキ群集

　　　　　Aphanantho－Celt圭detum　Sinensis（Legelldel）

（環境）

　湿潤な立地。台風などの影響で数年に1度冠水することもあるが，今Elでは護岸工事が徹底し

たため，洪水はみられない。イノデータブノキ群集域より多湿である。

（地形・地質：）

　淋積低地上の平坦地。

（主な代償植生）

　ウリカワーコナギ群集，ミゾカクシーオオジシバリ群集，ユウガギクーヨモギ群集，ヨシ群落，

ジュズダマ群落，ミゾソバ群集，ミズキ群落。クマノミズキ群落。

（土地利用）

　水田，宅地。

（2）　イロハモミジーケヤキ群集

　　　Aceri・Ze韮kovetum（Legende2）

（環境）
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　排水性の良い湿潤な立地Q

（地形・地質）

　崩壊性のある急斜面で段丘斜諏を指標している。土壌母材は火山灰土であるが，比較的固いち

密な状態にある。

（主な代償植生）

　オドリコソウ群落，チヂミザサードクダミ群集，ヤブマオ群落，センニンソウ群集，ハコネウ

ツギーオオバヤシャブシ群集，ミズキ群落。

（土地利用）

　スギ・ヒノキ植林，モウソウチク林，保安林，風致林。

　　（3）　イノデータブノキ群集

　　　　　Polyst茎cho－Perseetum　thu皿蓋）erg量i（Legende3）

（環境）

　適潤な立地。大水時でも冠水することは少ない。

（地形・地質）

　沖積低地上の平坦地。土壌は深く団粒構造を呈している。

（主な代償植生）

　ウリカワーコナギ群集，ミゾカクシーオオジシバリ群集，ユウガギクーヨモギ群集，カラムシ

群落，チヂミザサードクダミ群集，オヒシバーアキメヒシバ群集，カワラスゲーオオバコ群集，

クマワラビーイヌシデ群落，クマノミズキ群落，ミズキ群落，メダケ群集。

（土地利用）

　水田，畑地，宅地

　　（4）　ヤブコウジースダジイ群集

　　　　　Ardisio－Castanopsietum　siebold圭i（Legende4）

（環境）

　微気象が温和で日当たりが良く，比較的乾燥した立地。

（地形・地質）

　ローム土からなる段丘肩部。尾根状地形部。

（主な代償植生）

　カラスビシャクーニシキソウ群集，カゼクサーナオバコ群集，アキノエノコログサーコセンダ

ングサ群集，センニンソウ群集，ハコネウツギーオオバヤシャブシ群集。

（土地利用）

　耕作地，宅地。
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　　（5）　シラカシ群集，典型亜群集

　　　　　Quercetum　myrsi鰍aefoHae，　Typische　Subass．（Legende5）

（環境）

　排水の良い適潤からやや乾燥した立地。

（地形・地質）

　ローム土の厚く堆積した洪積台地上。

（主な代償植生）

　カラスビシャクーニシキソウ群集，オヒシバーアキメヒシバ群集，カゼクサーオオバコ群集，

ススキ群落，アキノエノコログサーコセンダングサ群集，クサギーアカメガシワ群落，クヌギー

コナラ群集。

（土地利用）

　耕作畑，桑畑，果樹園，スギ・ヒノキ植林，宅地。

　　（6）　シラカシ群集，ケヤキ亜群集

　　　　　Quercetum　myrsinaefoliae，　Subass．　voP　Zelkova　serrata

　　　　　（Legende　6）

（環境）

　排水の良い湿潤な立地。

（地形・地質）

　ローム土の厚く堆積した斜面下部。洪積台地上の小河川によってきざまれた斜面。

（主な代償植生）

　カラスビシャクーニシキソウ群集，チヂミザサードクダミ群集，カラムシ群落，オドリコソウ

群落，ユウガギクーヨモギ群集，ススキ群落，センニンソウ群集，スギ・ヒノキ植林，モウソウ

チク林，クヌギーコナラ群集。

（土地利用）

　耕作畑，果樹園，苗圃，植林，宅地。

　　（7）　オ漏スゲーハンノキ群集

　　　　　Carici　dicki餓si1一A貰netum　japo聾icae（Legende7）

（二二）

　踏圧により水がにじみでるような多湿地で，小川をはさんで帯状に発達している。

（地形・地質）

　洪積台地上の小河州沿い。土壌はグライ化している。

（主な代償植生）



85

遷繋鹸鰭簾．．

鷺綴雛難饗懸懇
Fig．33　ナニスゲーハンノキ群集の潜在自然植生域は過湿となるため，盛土に

　　　　より造成が行なわれている（本郷）。

ManbrauchtvielSch廿ttmateria1，wennmanim　Carlci　dickinsiレAlnetum
japonicae－Geb玉et　bauenwill（Hongo）．

ウリカワーコナギ群集，ミゾカクシー綾羅ジシバリ群集，ミゾソバ群集，ヨシ群落。

（土地利用）

水田。

　　（8）　コゴメヤナギ群集，タチヤナギ群集

　　　　　Salicet讐m　serissaefoliae，　Salicetum　subfragilis（Legende8）

（環境）

　河川沿いの氾濫原で，洪水時に冠水する。

（地形・地質）

　河川敷の平坦地で，洪水時に肥沃な土壌が上流からもたらされる。

（主な代償植生）

　ヨシ群落，オギ群集，スズメノテッポゥータガラシ群集，ナガハギシギシーギシギシ群集，ア

キノエノコログサーコセンダングサ群集，クコ騒騒，テリハノイバラ植分。

（土地利用）

　耕作畑，グランド。



86

　　河辺草原Ufer・Wiesen

　　（9）　マルバヤハズソウーカワラノギク群集他

　　　　　Kumπ韮erovio－Asteretum　kantoens量s　u．a。（Legende9）

（環境）

　増水時に急流によってあらわれる。日当たりが良く平常時は乾燥にみまわれる。

（地形・地質）

　河川敷の高敷。粘質土を多少混在する砂礫質土壌。

（主な代償植生）

　なし。

（ニヒ｝也禾IJナ…目）

　なし。

　　GO）　ヨシ群落，ツルヨシ群集

　　　　　P1かα9エη髭εsα甑sfrα麗s－Gesellschafも，　Phragmiteもum　japonicu臓（Legende　10）

（環境）

　流水辺で頻繁に冠水する。

（地形・地質）

　河川敷。グライ化した泥質，礫質土壌。

（主な代償植生）

　スズメノテッポウータガラシ群集。ヌマガヤツリ群落。ナガハギシギシーギシギシ群集。

（土地利用）

　なし。

　　（1D　スズメノテッポウータガラシ群集他

　　　　　A裏opec朕ro－Ranuncu蓋etum　scelerati　u．a．（Legende11）

（環境）

　流水辺で頻繁に冠水する状態にある。

（地形・地質）

　河川沿い。洪水時に肥沃な泥土が上流から運ばれ，堆積している。

（主な代償植生）

　なし。

（土地利用）

　なし。
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　そ　の　他Sonsもige　L・egende

　（12）　　自　然裸圭也

　　　　Vo飛Na加r　aus　vegeta重io難s玉ose　F1証che韮（Legende　12）

（環境）

頻繁に冠水する急流部で泥土の堆積は少なく，平常は強い乾燥下におかれる。

（地形・地質）

河川敷。礫。

（土地利用）

なし。

　（13）開放水域

　　　　0薮enes　Wasser（Legende　13）

（環境）

流水域。

（地形・地質）

礫からなる河川敷。

（土地利用）

なし。


